
 

 

令和２年 ３月１０日開会 

令和２年 ３月２３日閉会 

（定例第１回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

田布施町議会会議録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田布施町議会事務局 
 

 

 

 

 

 



- 1 - 

 

目  次 

 

第１号（３月１０日） 

告  示････････････････････････････････････････････････････････････････････１ 

応招議員････････････････････････････････････････････････････････････････････１ 

議事日程････････････････････････････････････････････････････････････････････２ 

本日の会議に付した事件･･････････････････････････････････････････････････････３ 

出席議員････････････････････････････････････････････････････････････････････５ 

欠席議員････････････････････････････････････････････････････････････････････５ 

事務局出席職員職氏名････････････････････････････････････････････････････････５ 

説明のため出席した者の職氏名････････････････････････････････････････････････５ 

開  会････････････････････････････････････････････････････････････････････５ 

 会議録署名議員の指名･･････････････････････････････････････････････････････６ 

 会期の決定････････････････････････････････････････････････････････････････６ 

 諸般の報告････････････････････････････････････････････････････････････････６ 

   一般質問･･････････････････････････････････････････････････････････････････７ 

１番   西本  篤史議員･･･････････････････････････････････････････････････７ 

７番    松田規久夫議員･･････････････････････････････････････････････････１３ 

５番   石田 修一議員･･････････････････････････････････････････････････１９ 

８番    竹谷 和彦議員･･････････････････････････････････････････････････２５ 

１２番  河内 賀寿議員･･････････････････････････････････････････････････２７ 

９番   穴井 謙次議員･･････････････････････････････････････････････････３２ 

３番    國本 悦郎議員･･････････････････････････････････････････････････４１ 

議案第１号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第３号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第４号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第５号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第６号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第７号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第８号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第９号･･･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１０号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１１号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１２号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１３号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１４号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１５号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１６号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１７号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１８号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第１９号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２０号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 



- 2 - 

 

議案第２１号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２２号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２３号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２４号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２５号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２６号･････････････････････････････････････････････････････････････４８ 

議案第２７号･････････････････････････････････････････････････････････････５６ 

散  会･･･････････････････････････････････････････････････････････････････５７ 

署  名･･･････････････････････････････････････････････････････････････････５８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

  第２号（３月２３日） 

議事日程･･･････････････････････････････････････････････････････････････････５９ 

本日の会議に付した事件･････････････････････････････････････････････････････６０ 

出席議員･･･････････････････････････････････････････････････････････････････６２ 

欠席議員･･･････････････････････････････････････････････････････････････････６２ 

事務局出席職員職氏名･･･････････････････････････････････････････････････････６２ 

説明のため出席した者の職氏名･･･････････････････････････････････････････････６３ 

開  会･･･････････････････････････････････････････････････････････････････６３ 

会議録署名議員の指名･････････････････････････････････････････････････････６３ 

議案第１号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６３ 

議案第２号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６３ 

議案第３号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６３ 

議案第４号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６３ 

議案第５号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６３ 

議案第６号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第７号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第８号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第９号･･･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１０号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１１号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１２号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１３号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１４号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１５号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１６号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１７号･････････････････････････････････････････････････････････････６４ 

議案第１８号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第１９号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２０号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２１号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２２号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２３号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２４号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２５号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２６号･････････････････････････････････････････････････････････････６５ 

議案第２８号･････････････････････････････････････････････････････････････６８ 

議案第２９号･････････････････････････････････････････････････････････････６８ 

閉会中の継続調査について（特定事件）･････････････････････････････････････７０ 

閉  会･･･････････････････････････････････････････････････････････････････７０ 

署  名･･･････････････････････････････････････････････････････････････････７１ 



- 1 - 

 

田布施町告示第１号 

 令和２年第１回田布施町議会定例会を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０１条第

１項の規定により、次のとおり招集する。 

令和２年 ２月２１日 

 

田布施町長 東  浩 二 

 

１ 期 日  令和２年 ３月１０日 

２ 場 所  田布施町議会議事堂 

 

 

○開会日に応招した議員 

 

 西本 篤史議員  谷村 善彦議員 

 國本 悦郎議員  清神  清議員 

 石田 修一議員  木本 睦博議員 

 松田規久夫議員  竹谷 和彦議員 

 穴井 謙次議員  畠中  孝議員 

 林山 健二議員  河内 賀寿議員 

  瀨石 公夫議員   

 

 

 

○３月１０日に応招した議員 

なし 

 

 

 

○応招しなかった議員 

              なし 
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令和２年 第１回（定例）田 布 施 町 議 会 会 議 録（第１日） 

令和２年３月１０日（火曜日） 

 

議事日程（第１号） 

令和２年３月１０日 午前９時００分開会 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  諸般の報告 

       例月出納検査の報告、報告第１号、２号 

日程第４  一 般 質 問 

日程第５  議案第１号 

令和２年度田布施町一般会計予算議定について 

日程第６  議案第２号 

令和２年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について 

日程第７  議案第３号 

 令和２年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について 

日程第８  議案第４号 

 令和２年度田布施町介護保険特別会計予算議定について 

日程第９  議案第５号 

 令和２年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について 

日程第１０ 議案第６号 

 令和元年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定について 

日程第１１ 議案第７号 

 令和元年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１２ 議案第８号 

令和元年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１３ 議案第９号 

 令和元年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１４ 議案第１０号 

令和元年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

日程第１５ 議案第１１号 

 田布施町総合計画策定検討委員会設置条例の制定について 

日程第１６ 議案第１２号 

 田布施町監査委員に関する条例の一部改正について 

日程第１７ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の一部改正について 

日程第１８ 議案第１４号 

 田布施町職員定数条例の一部改正について 

日程第１９ 議案第１５号 

 田布施町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について 
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日程第２０ 議案第１６号 

       職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

日程第２１  議案第１７号 

 田布施町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第１８号 

 田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め 

る条例の一部改正について 

日程第２３ 議案第１９号 

       田布施町介護保険条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第２０号 

       田布施町営住宅管理条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第２１号 

       田布施町営特定公共賃貸住宅管理条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第２２号 

      町道路線の認定について 

日程第２７ 議案第２３号 

 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

日程第２８ 議案第２４号 

 辺地総合整備計画（竹尾）について 

日程第２９ 議案第２５号 

 辺地総合整備計画（小行司）について 

日程第３０ 議案第２６号 

 辺地総合整備計画（真殿大国木）について 

日程第３１ 議案第２７号 

 工事請負契約の締結について 

 

 

本日の会議に付した事件 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  諸般の報告 

       例月出納検査の報告、報告第１号、２号 

日程第４  一 般 質 問 

日程第５  議案第１号 

令和２年度田布施町一般会計予算議定について 

日程第６  議案第２号 

令和２年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について 

日程第７  議案第３号 

 令和２年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について 

日程第８  議案第４号 

 令和２年度田布施町介護保険特別会計予算議定について 

日程第９  議案第５号 

 令和２年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について 
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日程第１０ 議案第６号 

 令和元年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定について 

日程第１１ 議案第７号 

 令和元年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１２ 議案第８号 

令和元年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１３ 議案第９号 

 令和元年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１４ 議案第１０号 

令和元年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

日程第１５ 議案第１１号 

 田布施町総合計画策定検討委員会設置条例の制定について 

日程第１６ 議案第１２号 

 田布施町監査委員に関する条例の一部改正について 

日程第１７ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の一部改正について 

日程第１８ 議案第１４号 

 田布施町職員定数条例の一部改正について 

日程第１９ 議案第１５号 

 田布施町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について 

日程第２０ 議案第１６号 

       職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

日程第２１  議案第１７号 

 田布施町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第１８号 

 田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め 

る条例の一部改正について 

日程第２３ 議案第１９号 

       田布施町介護保険条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第２０号 

       田布施町営住宅管理条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第２１号 

       田布施町営特定公共賃貸住宅管理条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第２２号 

      町道路線の認定について 

日程第２７ 議案第２３号 

 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

日程第２８ 議案第２４号 

 辺地総合整備計画（竹尾）について 

日程第２９ 議案第２５号 

 辺地総合整備計画（小行司）について 

日程第３０ 議案第２６号 

 辺地総合整備計画（真殿大国木）について 
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日程第３１ 議案第２７号 

 工事請負契約の締結について 

 

 

出 席 議 員（１２名） 

  １番 西 本 篤 史 議員     ２番 谷 村 善 彦 議員 

３番 國 本 悦 郎 議員     ４番 清 神 清 議員 

５番 石 田 修 一 議員     ６番 木 本 睦 博 議員 

７番 松 田 規 久 夫 議員     ８番 竹 谷 和 彦 議員 

９番 穴 井 謙 次 議員  １１番 林 山 健 二 議員 

 １２番 河 内 賀 寿 議員  １３番 瀨 石 公 夫 議員 

 

欠席議員（１名） 

１０番 畠 中 孝 議員 

 

欠  員（なし） 

 

事務局出席職員職氏名 

 

事務局長 森 本 充 君  書記 福 本 俊 明 君 

   書記 有 吉 純 一 君 

 

 

説明のため出席した者の職氏名 

 

町 長 東 浩 二 君  副 町 長 川 添 俊 樹 君 

教 育 長 尾 﨑 龍 彦 君  総 務 課 長 亀 田 典 志 君 

企画財政課長 森 清 君  税 務 課 長 堀 川 誠 君 

経 済 課 長 山 中 浩 徳 君  建 設 課 長 田 中 和 彦 君 

町民福祉課長 坂 本 哲 夫 君  健康保険課長 吉 村 明 夫 君 

会 計 室 長 惠 元 朗 夫 君  学校教育課長 長 合 保 典 君 

社会教育課長 増 原 慎 一 君  総務課主幹 堀 昌 子 君 

健康保険課主幹 山 本 む つ み 君  社会教育課主幹 氏 下 孝 二 君 

代表監査委員 常 見 京 平 君    

 

 

午前 ９時００分開会 

○議長（瀨石 公夫議員）  定刻になりましたので、始めたいと思います。 

 今日、ちょっとベルのほうが調子が悪いんで、今、修理に出しておりますのでベルがありませんの

で。 

 ただ今、令和２年度第１回田布施町議会定例会を開会し、本日の会議を開きます。 

 あらかじめ申し上げます。畠中孝議員より欠席届が提出されておりますので、御報告します。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 
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────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、竹谷和彦議員、穴井謙次議員を指名いたし

ます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第２、会期の決定を議題にします。 

 お諮りします。本定例会の会議は、本日３月１０日から３月２３日までの１４日間にしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  異議なしと認めます。したがって、会期は３月２３日までの１４日間に決

定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日は、例月出納検査の結果報告のため、常見代表監査委員に出席を求めております。例月出納検

査の報告を求めます。常見代表監査委員。 

○代表監査委員（常見 京平君）  清神監査委員と私の２名で実施いたしました例月出納検査の結果に

ついて、御報告申し上げます。 

 令和元年１２月、並びに令和２年１月及び２月末における一般会計、特別会計、歳入歳出外現金、

一時借入金及び基金の状況は、お手元に配付しております報告書のとおりであります。 

 会計実績表、収入書、支出命令書、預金通帳などについて検査いたしました結果、現金出納事務は

適正に行われ、正確であると認めましたので御報告申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  次に、報告第１号住宅使用料に関する債権放棄の報告について及び報告第

２号奨学金返還に関する債権放棄の報告についての２件の報告を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、２件の報告事項について、その概要を御説明申し上げます。 

 まず、報告第１号は、田布施町債権管理条例第１５条第１項第２号の規定に基づき、回収不能とな

った町営住宅使用料の債権を放棄しましたので、同条例第１５条第２項の規定により、議会に報告す

るものでございます。 

 債権者本人は波野住宅に入居しておりましたが、平成２６年８月に死亡しました。滞納家賃は平成

６年から平成２６年に発生したもので、合計で２０万３,８００円でございます。連帯保証人も死亡

しており、子供である相続人に対し、請求を続けて参りましたが時効の援用を主張したため、弁護士

とも協議を重ね２０万３,８００円の債権を条例に基づき放棄いたしました。 

 次に、報告第２号は、田布施町債権管理条例第１５条第１項第７号の規定に基づき、回収不能とな

った奨学金償還の債権を放棄しましたので、同条例第１５条第２項の規定により議会に報告するもの

でございます。 

 債権者本人に昭和５９年４月から昭和６２年３月まで計２５万２,０００円の奨学金を貸し付けて

おりましたが、平成３１年３月に死亡しました。相続人はおらず、連帯保証人２名も死亡しており、

本人に代わって債務を請求する者もおらず、回収する見込みがないため２５万２,０００円の債権を

条例に基づき、放棄いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  次に、議長から報告いたします。 
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 地方自治法第１２１条の規定により、本定例会における議案等の説明のため出席を求めた者及び委

任を受けた者の職、氏名はお手元に配付の文書のとおりです。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．一般質問 

○議長（瀨石 公夫議員）  次に、日程第４、一般質問を行いますが、新型コロナウイルスの感染対策

のため、一般質問の質問時間を一人４０分に短縮します。 

 また、開会中は４０分に１回程度休憩をとり、換気を１０分間行いますので御理解のほど、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、順番に発言を許します。西本篤史議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  おはようございます。３問でございます。常に一問一答で、まず、

最初に町民グランド夜間照明についてお尋ねいたします。 

 町長の年頭あいさつでＴＡＩＫＯスポーツセンター田布施グランド夜間照明施設の全面改修が示さ

れました。ナイター照明は水銀灯を使用しており、２０２０年に生産中止されます。ＬＥＤ化すれば、

電気代は３分の１になり、寿命は３倍にふえます。しかし、初期設備費用は多額でありますが、３年

後には経費は逆転いたします。夜間に利用するスポ少やスポーツクラブは現在グランド利用料金及び

夜間照明使用料を払っております。年間のスポーツセンター全体の電気代は幾らか。これは昨年分で

すね。また、電気代が安くなる分、夜間照明使用料は安くならないのか。ＬＥＤは眩しいとの指摘が

ありますけども、明るさの調整はできないのか。今回の照明の数量、数、これはどういった計画なの

か。また、工事する上で、省エネ補助金等で工事代は安くならないのか。ソーラー灯をふやして夜間

のウオーキングに利用できないか。今、ナイター設備があるんですけども、これを、例えば３段ぐら

いジャンボにして一番弱い時にうっすら照明してウオーキング、グランドの夜ですね、夜、グランド

のまわりを歩けるとか、そういう方式もできると思うんですけど、ちょっとそれも事務所に行って入

り切りしなきゃなりませんので、まわりにソーラーの街灯をつけてそれやったらメンテナンスフリー

でウオーキングもできるんじゃないかと思っております。 

 以上お尋ねいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  お答えします。ＴＡＩＫＯスポーツセンター田布施のグランド夜間照明は、

平成２年に設置し、現在２９年が経過したことから点検を行いました結果、大半の安定器に落下の危

険性があると判定されました。現在、８基の照明灯に水銀灯１６０灯を設置しております。議員御指

摘のとおり、今の水銀灯は２０２０年には製造中止となり、ランニングコスト削減などメリットの多

いＬＥＤの投光器を令和２年度に設置する方向で考えております。 

 まず、１点目は年間のスポーツセンターの全体の電気代ですが、平成３０年度の電気料は７２２万

４,０００円、グランド夜間照明の電気代は３３７万７,０００円です。 

 次に、電気代が安くなる分、夜間照明の使用料は安くならないのかとの御指摘ですが、現在、１基

当たり３０分で２７０円、中学生以下は１３５円の使用料をいただいてます。使用料の見直しについ

ては、近隣の状況を踏まえて設置完了までに関係者や議会と御相談しながら適正な使用料を協議して

参りたいというふうに思っております。 

 次に、ＬＥＤは眩しく明るさの調整ができるのかとの御指摘ですが、水銀灯は全方向に光が発散さ

れますが、ＬＥＤ照明は特定方向に集中して光がでるため眩しく感じると言われております。しかし、

集中して光が出るため照明の範囲を絞ることができ、空間当たりの取付台数を減らすことでコスト削

減にもなり、今の水銀灯１６０灯からＬＥＤ４４灯に投光器を減らすこととしております。また、眩

しさから近隣住宅地の住民や車の運転に迷惑をかけないよう、照明ライトの角度も調整しながら対応

したいと考えております。 
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 次に、省エネ補助金等で工事費が安くならないのかとの御指摘ですが、国のスポーツ振興くじ助成

金のスポーツ施設等整備事業を活用したいと思っています。スポーツ施設等整備事業というのがあり

ます。補助対象の要件として、照明照度は平均照度１００ルックス以上、最低照度３０ルックス、照

明しようとする面積は１,０００平方メートル以上が補助対象、補助基準となっておりまして、これ

をクリアしておりますので助成金は対象経費の３分の２となります。 

 次に、ソーラー灯をふやして夜間ウォーキングに利用できないかとの御指摘ですが、現在検討して

おりますのは、８基の照明灯にそれぞれ１灯照明をつけて町民誰もが気軽に参加できる夜間のウォー

クを曜日等の指定をして実施できないかなど、実現に向けた協議をしながら進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  ありがとうございます。電気代は７２２万円ということですね。ま

あ、これは３分の１、ナイターだけ変えただけじゃ、３分の１になるとは思わないんですけども、体

育館の中も水銀灯とか、ああいったものありますので、それは将来的に全部ＬＥＤにすればかなり安

くなると思うんですけど、まあ、今回ナイターだけしても３分の２ぐらいになるんじゃないかと思う

んですよね。その分の使用料、電気照明代ですか、その分ちょっと安くしていただいたらと思ってお

ります。 

 ＬＥＤは眩しいということなんですけども、個数が１６０から４４灯ということですね。かなり数

が減るんですけどもこういった照度的には問題ないんですかね。 

○議長（瀨石 公夫議員）  増原社会教育課長。 

○社会教育課長（増原 慎一君）  現在、グランドの使用が試合とかそういうので使われることがなく

て、練習とかでスポ少とか一般の方も使われる程度ということで、練習には問題のない照度というこ

とで今、考えてこの数でやろうと考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  ちょっとこれも取り付けてみて照らしてみんとなんとも言えんとこ

もあると思いますので、それは設置した後、調節ということですかね。ちょっと、さっきの使用料に

戻るんですけども、今、スポ少が週に２回２時間、利用してるんですよね。で、２時間で今グランド

夜間照明使用となるんですけども、２時間で４基使って、まあ、８基ありますんで半分で４基ですね、

半面使って２時間で４,３２０円、小学生以下は通常料金の半額ということでこの半分、それと、使

用料ですね、グランド使用料、半面１時間２２０円、ということは、大体、１回、１日２時間、夜使

って２,０００円か２,５００円くらいなるんですね。それが１カ月週１日が２,５００円として週に

２回使って５,０００円ですよね、それが４週使って２万円、これ全部スポ少の負担になるんですよ

ね。かなり人数減って来ておるし、そこでまあこんだけ払うとなると結構きついという御意見もござ

いまして、この辺も利用料、使用料、電気代照明、ちょっとお考えしていただいたらと思っておりま

す。照明補助金、スポーツ施設整備事業ということで、今回やられるんですけども、ほかにも省エネ

補助金とかいろいろあるんですけども、これは二つは一緒にはできないですよね。 

○議長（瀨石 公夫議員）  増原社会教育課長。 

○社会教育課長（増原 慎一君）  一応、この補助が、一つということで一応これを申請しております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  二つ一緒に補助金もらえればかなり安くできるみたいなんですが、

ちょっと無理ということですね、はい、わかりました。 

 あと、ウォーキングなんですけども、照明の一番下に１灯付けられるんですよね、となるとスィッ

チ、入り切りのスイッチは事務所でやるようになるんですか、それともタイマーかなんかで時間が来

たら切れるんですかね。 
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○議長（瀨石 公夫議員）  増原社会教育課長。 

○社会教育課長（増原 慎一君）  設置については、今からまた協議の段階にはなると思うんですが、

今考えておるのはその入り切りについて、夜間管理人等にですね、ちょっとお願いしてというふうな

考えがあるんですが、また、この辺は打ち合わせの中で考えていくようにはなると思います。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  町民の皆さんに、とても利用しやすくなるように設置していただき

たいと思います。 

 続きまして、２番の光ファイバー網整備についてお尋ねいたします。 

 来年度計画に光ファイバー網が整備されました。未整備地区では数年前から要望書が出されており、

ようやく整備が計画されました。これからは光ファイバー網による高速インターネットは不可欠でご

ざいます。ＩＣＴ、ＡＩ、ＩｏＴなど、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０に対応しなければなりません。スマー

ト農業で食品の増産、ロスの削減、高齢化社会における遠隔診療も期待されております。 

 整備費用は幾らか、補助金は出るのか。未整備地区は町内のどこか、何戸か。整備は２年計画とさ

れていますが、どこの地区からするのか。今後ケーブルテレビの可能性はあるのか。行政のＳｏｃｉ

ｅｔｙ５.０計画はあるのか。 

 以上お尋ねいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 光ファイバー網の未整備地域への対応でございますが、この整備は国の高度無線環境整備推進事業

を活用し、整備を行うものでございます。この制度はこれまで地域情報化関連事業では認めて来られ

なかった民設民営方式での光ファイバー網の整備を認めており、本町も民間事業者であるＮＴＴ西日

本が整備を行う予定で国に申請を行っております。国から事業認可が行われれば、順次、ＮＴＴ西日

本が主体となって整備を行います。 

 また、御質問の国からの高度無線環境整備推進事業の補助金でございますが、民間事業者が主体と

なって整備を行うため、この補助金は民間事業者に支払われることになります。整備期間は２年間を

予定しており、本町の財政負担は令和２年度が８,８１０万円、令和３年度が５,２００万円と見込ん

でおり、総事業費は１億４,０１０万円を見込んでおります。 

 主な整備予定地域でございますが、令和２年度は小行司、大波野上・中、竹尾、真殿、大国木、中

西等で、令和３年度は石の口、大田、西山、井神、立石等を整備してまいります。 

 それぞれの年度における整備スケジュールにつきましては、補助事業として認められてから民間事

業者と調整を行うこととなっております。 

 そして御質問の現在の未整備地域の戸数でございますが、ＮＴＴ西日本が令和２年度分として国へ

申請した際の戸数しか現在調査して把握いたしておりませんが２６３世帯、４８０人となっておりま

す。大体、９割程度はもう既に整備は終わっておりますので、そのあとの１割をですね、どういうふ

うに民家の少ない所を整備するのかというところでございます。 

 次に、ケーブルテレビの整備につきましては、前町長時代からお答えしているとおり多額の整備経

費、整備後の保守、管理経費や現在先行自治体で大きな問題となっております耐用年数経過後の更新

費用の負担を合わせると、本町の財政を大きく圧迫する要因と考えることから、ケーブルテレビの整

備については考えておりません。 

 しかしながら、現在、民間ではインターネットを使用した多くのテレビ番組等の動画配信サービス

が提供されており、また、報道等によると東京のいわゆるキー局と言われる放送局が東京オリンピッ

クを契機に一部時間帯についてではありますが、テレビ放送と同時でのインターネットを利用した動

画配信サービスを地域を問わず開始するとのお話もございます。 

 このような動向を踏まえますと、これからのサービスを享受するには、光ファイバー網の整備が最
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低の条件となりますので、今回、民間事業者による光ファイバー網の整備に対する支援をしっかりと

取り組んでまいります。 

 次に、御尋ねのＳｏｃｉｅｔｙ５.０の計画について現在策定はいたしておりません。国において

進められております。しかし、山口県が構築している県内全市町村が参加するオープンデータサイト

への取り組みや、山口県が主催する５Ｇに関する研究会への参加、また、今月には広島との連携中枢

都市圏制度の中で、中枢都市圏参加全市町と山口県や広島県、中国総合通信局等が参加しての広島Ｉ

ＣＴ推進協議会が設立されますので、来るべきＳｏｃｉｅｔｙ５.０時代にあたっての情報共有や意

見交換を行ってまいりたいと考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  ありがとうござました。まず、整備費用が幾らかということで、

２年間合わせて１億４,０１０万円ということです。これは町が出すお金であって全体の工事業者、

国から工事業者に行くお金があると思うんですけども、これ、ひっくるめて幾らぐらいになりますか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  森企画財政課長。 

○企画財政課長（森   清君）  町の今、負担は町長おっしゃったように、答弁した通り

８,８１０万円ですけど、ＮＴＴが国に申請して、額っていうのが、明確なものではないんですけど、

約３,０００万円と言われております。令和２年度に限って３,０００万円と。令和３年度の事業はま

だ、保留事業で明確には審議されておりません。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  どちらにしろ、今回、計画されたことを本当にうれしく思っており

ます。町内１割の未整備地区があるんですけども、こういう地区、特に飛び地なわけですよね。そこ

にケーブルで引っ張っていくのか、光ファイバーを引っ張っていくのか、これは無線でやられるんで

すか。それとも。 

○議長（瀨石 公夫議員）  森企画財政課長。 

○企画財政課長（森   清君）  局舎っていうのは砂田地区のとこに整備していますようですが、そ

れが伝送路って言って、ケーブルを這わせる無線局のエントランスって言いますか、っていうのがで

きるらしいんですね。そこを小行司の近くまで、伝送路を引いて行きます。その先は末端の回線終端

装置っていうのがあるんですけど、そこからまた個人の家に引いていく、それぞれの契約者の所に引

いていくと、町が出すのは田布施のＮＴＴのビルからその伝送路のエントランスまでが補助対象で引

いてくるということになります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  ちょっとよくわからないんですが、結局今、普通の有線であれば大

波野を通って小行司まで行きますよね、ファイバーは大波野を通って小行司まで行くんですね。それ

とも一旦無線で小行司に局を置いてそれからは各戸は有線、となるんですかね。 

○議長（瀨石 公夫議員）  森企画財政課長。 

○企画財政課長（森   清君）  小行司まで有線でずっと延長と言いますか、エントランスを当てな

がらいくということになります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  今後、計画でると思います。ケーブルテレビ、よく町民の方から、

見れない、例えば九州とかフジテレビとか見れないとこが見たいという要望が結構あるんですよね、

今回ケーブルのテレビの計画はないというお答えでしたけども、ファイバーで、光だけで、光テレビ

とかまあいろいろありましても、やっぱり見たいものいつ見れるっていうのがなかなかなくて、隣の

町とか市では結構ケーブルテレビで議会中継とかされているようなところもございますので、今後、

要望があればできる可能性はございますか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 
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○町長（東  浩二君）  たくさんの町民の方からもご要望受けるんですが、重複してやるということ

ができない、光ファイバー、光ケーブル引けばそうですし、ケーブル引けばケーブル、だから二つと

も選択することはできませんので、現時点、もう光ファイバー網９割以上整備しておりますので、こ

れにケーブルを加えるとなると本当に単独で、国の補助も何もなしにやっていくということになるわ

けでございます。ですから、今の財政事情等を見ましても今の形で進めていくと、その代わり光ファ

イバーですから、田布施の場合は全町域可能ですけど、ケーブルの場合はやっぱり抜けるところは地

域的にかなり、全く何もないところは、ゼロか百かということになりますので、本町の場合は光ファ

イバーで選択しましたので小行司とか竹尾とか、いろんな地域がすべて同じサービスが提供できるっ

ていうことになっております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  以前、光ファイバー網を整備したら光ファイバー網を利用して今の

ケーブルテレビを視聴できる可能性があると前に一遍聞いたことがありますけども、やっぱり、今財

政ですよね、財政が厳しいですからいずれ期待しております。 

 それでは、３番目の子育て支援についてお尋ねいたします。 

 町は子供の医療費、健康保健適用分を小学生６年生まで引き上げるなど、子ども子育て支援に取り

組んでおります。山口県子どもの貧困対策推進計画では、平成３１年度までに計画して令和２年度よ

り子どもの貧困対策整備計画を各自治体で策定すると聞いております。目標では子どもの将来がその

生まれ育った環境に左右されることのない社会の実現となっております。町の整備計画はどのような

ものか。また、プレミアム商品券など町内の子育て支援の状況はどうか、ということになりますけど

も、今、山口県子どもの貧困対策推進計画、この出ておるんですけども、県内には宇部市が既にこう

いった推進計画をつくっております。各自治体、田布施町も当然作らないといけないんですけども、

その辺も含めてよろしくお願いいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。子供の貧困対策につきましては、国において

子供の貧困対策の推進に関する法律が平成２５年に定められ、これを受けて、子供の貧困対策に関す

る大綱が平成２６年に定められております。県におきましても平成２７年に推進計画が策定されてい

るところであります。本町におきましては、現在策定を進めております「子ども子育て支援事業計

画」を「子どもの貧困対策計画」と兼ねたものとして考え、その計画の中で困難な状況にある子供へ

の支援の充実を掲げ、ひとり親家庭医療費等支給事業の実施、就学援助事業、学習支援などに取り組

んでおります。また、その他施策として今年８月から新たに町独自の施策として所得制限を撤廃する

乳幼児医療費助成や小学校修了までの子ども医療費助成、未就学児童における教育・保育の無償化、

放課後児童クラブ事業や放課後子ども教室の実施、児童手当の支給の実施など、保護者に対するさま

ざまな経済的、福祉的支援を展開しております。 

 これらの中には就労支援もあり、大きな意味で子供の貧困対策であるとも考えております。このほ

か、生活困難支援や生活保護など県の社会福祉事務所との連携を図りながら貧困対策を進めているも

のでございます。 

 保健、福祉、教育の幅広い分野での子供の貧困という課題を捉え、解決していくために町長部局、

教育委員会部局、及び県の社会福祉事務所や児童相談所などとも、今後とも連携を密にしてそれぞれ

の施策を効果的に進め、子供の貧困に関する諸課題の解決につなげて参りたいと考えております。 

 なお、子育て世帯向けのプレミアム商品券につきましては、該当する２６３世帯、２９２人分の引

換交換券を発行しております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  はい。ありがとうございます。後は子供の貧困ということで今、い
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ろいろと言われておりますけども、この貧困の線引きですよね、どこまでが貧困でどこからが貧困じ

ゃないか、この線引きはどの辺ですか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  貧困という言葉自体がですね、数字で表せるものかというのはわかりません

けども、やはり就学援助なり、今の国の、県のまたそういう収入の少ない方への制度がございますの

でそういった所得基準が一つのラインかなというふうに思っておりますが、一概にやはりその世帯だ

けの所得で貧困かどうかというのは、なかなか判断しにくいものもございます。まわりに親とか親戚

の方とかいらっしゃれば支援もできますし、全くなかったら、ある程度収入がありましてもなかなか

十分な子育てとかしにくい現状ではどうかと考えております。まあ、一つとしては、基準として常に

そういう金額等として考えれば、国、県の金額があるというふうに考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  確かに、どこからが貧困でというのはなかなか難しいんですよね。

また、県でひとり親家庭等自立促進計画というのを同時にちょっと出されておるんですけど、これは

どういった計画なんですかね。 

○議長（瀨石 公夫議員）  坂本町民福祉課長。 

○町民福祉課長（坂本 哲夫君）  これは県のほうで取り組まれておられる事業でございまして、ここ

ら辺で言いますと東部社会福祉事務所、こちらのほうが窓口になろうかと思うんですけども、ひとり

親家庭の、大体主には母親なんですが、就業支援のために、例えばその、主だった例で言いますと、

例えば看護師さんでありますとか、そういったところの就業ですとか、そういったもの、特に資格取

得についてバックアップをしていく、そういった制度であると認識しております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  今町内に限らずひとり親家庭、かなりふえておると聞いております。

その辺で例えばお母さんが、お仕事で夕方遅いと、その時には子供を親に、おばあちゃんでも預ける

家庭であればいいんですけども、そういった身寄りがない家庭が、ちょっと夜遅くなるお母さん方に

何かの形で支援できる事業と言いますか、かつては子ども食堂とかいろいろな方法をとっております

けども町ではそういった計画はございますか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  以前も子ども食堂の話が出てたと思います。なかなか県のほうもですね、

いろいろな形でサポートをしてくれてますから今後検討をしていくべきものだと思ってます。ただ、

主体はやっぱり、かなり核となるところができて、継続が必要なんです。だから、一回作っても、な

かなかこの近くで作っても１カ月に１回ぐらいしか開けないと、先ほど言いましたように貧困性と言

いまして、貧困の人が６人に１人は貧困というふうなのが出てますけれども、言われるように子ども

食堂で提供してもあなたがそうだからとか言うわけにはなかなか行かないんで、全体を呼ぶようにな

りますから、で、その全体を呼ぶような形でのやり方がとりわけ大事だと。都市部では本当に困った

方が来られるような形でやってらっしゃいますので可能なのかもわかりませんけども、この地域でや

る子ども食堂はどういった形がいいのかというのは、ちょっと今後、検討して行かなくちゃいけない

と思います。で、このサポートとしても今ファミリーサポートセンターっていうのがあって、家庭で

預かってくれる人、預かる人とか登録してそういうやりとりが、柳井、１市２町で作ってますからそ

こまでしていただくというのが今の制度としては、そこがあります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  西本議員。 

○議員（１番 西本 篤史議員）  まあ、そういったファミリーサポートセンターの取り組みのやり方

もあるんですけども、一番の貧困対策は貧困家庭を作らない町の支援ですね、それが１番じゃないか

と思っております。 

 時間になりますので、今日はちょっと４０分しかございませんので、終わりたいと思います。どう
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もありがとうございます。 

午前９時４５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時５５分再開 

○議長（瀨石 公夫議員）  休憩前に引き続き、会議を開きます。次に松田規久夫議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  私、３問いずれも町長に答弁をお願いいたします。一問一答で。 

 最初に、若者に魅力ある町の創設をと題しまして、今回の議会は時間短縮が望まれていますので、

事前通告していますが、これと同じようなことは省略して述べたいと思います。 

 子育てを支援する場合、他の市町と比べて住民サービスは、田布施町はどのような立ち位置にある

んだろうかと、具体的に田布施の土俵というのは、どんな大きさなんだろうかということを近隣の市

町と比べて、それでアイデアを出して人を呼び込むことにつなげたいというふうに思いまして、この

質問をいたしました。 

 町長、答弁よろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  通告ではいろいろ書いてございましたが、今、時間もということでございま

すので。いろんな施策を比べてみてということでございますが、本町の場合、予算査定を行いますが、

その前に各担当では地域の事業なり出してくるときに、やっぱり松田議員おっしゃますように他市町

村がどうかとかいうような調査もいたして、動向を見極めてやっております。そのときに一覧表とい

うようなものではございませんが、今回の子ども医療費の問題につきましては、どういう県内の動向

かというのを一覧表にして、本町も財政、非常に厳しいわけでございますけども、やっぱり、ある程

度取り組むべきだというのは、また担当課のほうから資料の提出ございますので、その辺はわかるわ

けでございます。 

 そして後、子育てに関するもの、また、若者定住に関するものと非常に幅が広いわけでございます

が、松田議員おっしゃいますように財政が厳しいからですね、どうかというのは、また関係がない話

であると私は思っております。 

 そういう中で、例えば昨年、子育て世代包括支援センター、ニコニコ田布施も設置いたしましたが、

その際にも具体的に他市町村がどういうその運用をされるのか、情報を十分把握をして、町の保健セ

ンターの中で具体的にそれがどういうふうに実現できるかというのを具体的に担当課のほうから、提

案があって事業を実施したという経緯もございます。 

 ですから、全部一覧表にしてという形のものは持っておりませんけども、予算査定の中で具体的に

県内の状況等調べてやるっていうようなことは実施をいたしております。 

 以上、簡単でございますが、最初の答弁とさせていただきます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  土俵の大きさを他の市町と比べて、自分のところを有利にして移住

者を呼び込むというのは、ふるさと納税で高額なお返しの商品を配付して、返礼品競争をするのに、

ある面、似た面があると思うのですよ。ただ、土俵の大きさと言うのは、ある程度闘える大きさでな

いと若者を呼び込むようなことはできませんので。 

 町長、一覧表は難しいような話をされましたが、厳密な比較一覧表というのは必要ないと思うので

すが、ある程度、近隣と比較できるようなものをつくって、それで若い人を呼び込める、その検討委

員会と言いますか、若者の職員のプロジェクトチームを立ち上げて検討させてみるという、こういう

案はどんなでしょう。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  ワーキングチームという御提案でございますが、今年の予算編成の際に、子

育てのアプリ導入とかサポート事業など新しい事業入れましたけども、副町長中心に若手の職員に集
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まってもらって、子育てとか若者定住とか、いろんなプロジェクトを作りまして論議をさせていただ

きました。 

 その中で、いろんな意見が出てきて全部くみ取ったわけではございませんけれども、今後の課題と

して、若い職員こういうふうなに思っているのだということを私自身実感できたことは、大変いいこ

とだというふうに思っております。 

 職員も自分の仕事以外に、そういう別の分野の事項をみんなで話し合う、調べるということは非常

に行政能力の向上にもつながるということで、私は、非常に若手職員の努力と申しましょうか、取組

に感謝をいたしております。 

 詳細は、副町長がずっと取り仕切ると申しましょうか、引っ張っていってくれましたので、私自体

は、詳細は存じませんけども、具体的に上がってきたものを予算化するというときに、十分経過の報

告等を受けて対応をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  この点は、では、もう一問の質問にして次に行きたいと思います。

用意している質問をちょっと読み上げますのでよろしくお願いします。 

 若者に魅力ある子育て支援策は、幼稚園、保育園にあると私は思っております。幼稚園が将来収入

を左右するという話があるのをご存じでしょうか。これはハーバード大学の経済学者が２０１１年研

究結果を報告しました。１９８０年代にＳＴＲ、スターと呼ばれる社会実験のデータと、２０００年

代の確定申告データの比較です。結果は、幼少期の学級が大人になってからの収入などに大きな影響

を与えることです。幼稚園で優秀な先生や賢いクラスメートと一緒に小人数のクラスで育った子ども

は、収入が高くなっていた。ですから、どんな幼稚園で誰と過ごすかが、子どもの未来を左右すると

いえます。義務教育は当然のこと、田布施町の幼稚園・保育園の充実を田布施町が情報発信すれば、

若者の魅力ある田布施町の日常になろうと思います。 

 町長は幼稚園、保育園の充実をどのようにお考えであるか、お聞きしたいので質問します。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  事前に通告されたものと随分形が変わっておりますので、できる範囲でお答

えいたしますが、やっぱり保育園なり幼稚園というのは、それぞれの目的を持った法律に基づいた制

度で運用しておりますので、全くそのハーバード大学の教授がどういうふうにおっしゃられたかわか

りませんが、我が国のそういう未就学の子に対する制度というのは幼稚園と保育園に子ども園とか、

その制度の中でやるということだろうと思います。 

 やはり、英語教育なりいろんな無人島のような所で伸び伸びと保育をするとか、いろんな保育の実

態があることは事実でございますけれども、町として魅力は出していきたいとは思いますけれども、

今あるそれぞれの幼稚園、保育園が持っている役割、その中で十分、まあ教育というわけにはいかな

いと思うのですけども、保育の中で十分そういった将来、町の発展に寄与できるような人材の育成が

できるようなものになってほしいというふうに個人的には考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  ありがとうございました。よろしくお願いします。 

 ２問目、エネルギー政策、担当設置を、次の質問に移ります。 

 先ほど通告を省略しましたらアドバイスをいただきました。いくらこういう閉じた空間でも、短時

間では、感染のリスクが少なくなるんでということで、そういう思いで通告を省略しましたが、アド

バイスもらいましたので質問を通告どおり読み上げます。 

 ２問目も町長にお願いします。 

 「田布施町には予期せぬ緊急事に備え、ＢＣＰ事業継続計画が策定されている。業務の早期回復に

向け優先順位をつけ、どの部門がどのような業務を担当するのか明確にされている。但し、私には総
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務部門に偏っていて混乱時の対応消化が困難と思える。望ましくない事態の自然災害、大事故、不祥

事」。 

 今回の感染リスクのあるコロナもこのＢＣＰ対応が望まれるかもわかりませんが「緊急事態に遭遇

した場合にＢＣＰは被害を最小限に抑え、重要な業務を素早く再開させる非常時対応マニュアルであ

る。何があっても住民に提供する業務を止めないための計画とも言える。そのためには、水や食料、

エネルギーの確保が最重要だ。町役場内でエネルギー担当を明確にする考えはないか、仕事に対し担

当者として責任を持つことにより、日常的に使用する電力の経費削減、災害時や事故時の動力確保な

どで早期復旧につながると思うがどのように思われますか」。 

 町長、よろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。 

 議員、今おっしゃいましたように水や食料、エネルギーの確保は重要なことだと考えております。

さらには避難所に欠かせない段ボールベッドや簡易ベッド、そして、仮設のトイレの設置についても

いろいろ検討していきたいというふうに思っております。 

 また、エネルギー関係につきましては、平成３０年の北海道のブラックアウトや昨年の台風１５号

による千葉県の長期停電等により、電力の確保の重要性が再認識されております。 

 本町では、非常用電源を西田布施公民館や体育センターに整備しておりますが、令和２年度では、

本庁舎に非常用電源設備工事を行います。また、自動車給電専用キッドを試験的に購入し、今後の整

備に生かしていきたいと考えております。 

 最後に、ＢＣＰについては、策定後３年が経過しており、町の組織や業務に必要な資源は変化して

おりますので、継続的に継続の見直し更新に取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 エネルギーにつきましては、具体的に述べておりませんが、いろんな協定とか結んで対応しましょ

うというところまでは行っておろうかと思います。各市町村、いろんな千葉とか昨年の災害見まして

も、エネルギーなり電気というものの重要性というのは、行政として十分把握しておりますので、例

えば、プロパンガスは業者さんと協定を結んでおります。そうしたものをガソリンですよね、ガソリ

ンを優先的に供給してくださいとか、そういった協定なり、ガスは都市ガスがございませんけども、

水道は水道企業団がございます。そういった協定なり、また少し広域的に県含めて考えたほうが現実

的だという気もいたしますが、今、議員おっしゃいますような、そういった協定なり、というのは今

後研究してみたいと思っております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  協定等で対応ということですが、具体的な例えば、防災担当は誰と

か、下水道は誰とかというふうな、こういう職場内でですね、令和２年度で本庁舎に非常用電源も付

きますし、そういう定期点検とか何か法令に遵守したような保守とか、そういうふうな担当者が決ま

ると、もし、災害等で緊急時になった時に当然対策本部というのはできるでしょうが、その対策本部

では、職員の安全確認とか住民の安全確認とか、食料、水、なんやかんやいろいろ仕事があると思う

んですが、対策本部とは別動隊で、例えばコンピューターの、今、電算室がありますが、そういう人

はコンピューター関係、情報やる、それで電力を確保するためには、エネルギー担当がやるっていう

ふうな、こういう異常時に備えて担当者が責任を持たせて誰と誰と、そういうことを決めることによ

って、先ほども言いましたが、日常的な経費節減にもつながるんじゃないじゃろうかと、そういう思

いがあって、協定等の対応以外に職員の仕事の役割分担を決める、まぁすぐにというのは無理でしょ

うが、将来的にそういう思いがあるかないかというのは、どねぇなもんでしょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  亀田総務課長。 

○総務課長（亀田 典志君）  実際に、誰かということで決めるというのはＢＣＰでは決めておりませ

ん。松田議員の言われることもわかるんですけど、やっぱり大規模災害の時にＢＣＰにも業務継続計
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画にも書いておりますけど職員も被災して、ここに集まる人数も限られるということになります。 

 書いてありますけど、その発生当日には、７０％の職員は参集できない。だから３０％の職員で対

応しなければいけないということになります。ですから、その時に実際にもう誰と、亀田がそのエネ

ルギーの担当であれば、これが来れないということになれば、パニックになるということにもなりま

すので、今、通常業務の中でエネルギー、電力関係とか担当しているのは総務課の管財係が担当して

おります。 

 その中で経費節減、それから災害時の対応等についても研究、それから町長も先ほど答弁にも言い

ましたけど、公用車をつなげて電力供給できるようなキッドについても試験購入して試してみろいう

指示も仰いでおりますので、そういった災害時も想定した中で、今、検討を進めているという状況で

ございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  非常時に備えてＢＣＰがあるわけですが、ＢＣＰ上部でランク付け、

Ａ、Ｂ、Ｃとかされているんですよね。それで、すぐやらんといけん業務がＡランクの業務が

１１２あります。 

 職員が駆けつけるのが難しいような状況で、余りにもＡランクで即対応せにゃいかんのが多すぎる

んで、Ａランクの中でも、ＳＡとＡというふうな、より早うやらんにゃいけん、例えば、ライフライ

ンの電力で話をしますと、ここの本庁舎はコンピューター等を動かさんにゃいけんのを、そのＳＡで

避難所や公民館はＡランクというふうな見直しも、余りにも業務のＡが多すぎるので、そういう思い

がしましたので、これは提案で置いておきます。 

 今、新型コロナが非常に問題視されています。２月の２５日にその新型コロナウイルスの対策本部

が設置されましたが、田布施町は感染を防ぐための、どのようなコロナウイルス対策というのはされ

ておるんでしょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  ご質問と大きく離れることになりますが、ＢＣＰでみればですね、コロナも

当然対応するということで、対策本部の中で具体的に私のほうからも指示をして対策を取ったものも

ございます。 

 今、報道で言われているものに、どうしてもなってしまいますが、本町の場合、図書館とかスポー

ツセンターとか、いろいろ他の町とは少し違う対応もとってはみましたけども、やはり全県的なとい

うことになりますと、県下統一の対応を求められるということで、一時、町立の図書館も開けておい

たほうがいいんじゃないかとかいうですね、子どもたちが家におって本を見ることもできんというこ

とになったらいかんから、貸し出しだけはさせようというふうに、一時思っておったんですが、やは

り、他が全部閉められますと、田布施町だけに来られましても、また、感染リスクも反対に広がって

しましますのでなくしましたけど、対策本部の中では、具体的にいろいろ対策を、例えば、本町で起

こったときに消毒はどこがするのかとか、どういう方法でするのか、濃厚接触者が１回出た場合、ど

こを濃厚接触として考えるべきか、というのを具体的に担当を決めて考えらしております。 

 そういうことを、先手、先手でＢＣＰのこと踏まえながら対応のほうはいたしております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  今、町長の回答の中で、私が次に聞こうと思っていたことを先に言

われたんですよ。新型コロナウイルス患者が町内に発生した場合は、住民サービスを止めてはいけな

い重要業務の仕分けができているかとか、その仕分けができちょるんなら、それをどのように実施し

ていくかというふうな、まあそれに近いような話をされたというふうに思いますので、実際に田布施

で出てはいけないんですが、出る可能性もありますので、検討というか指摘という形で、このエネル

ギー等、考えていきよったらＢＣＰになって、ＢＣＰがコロナまで行きついて、ちょっと少しわき道

に離れたような質問になってしまいましたが、最後の質問というよりも指摘にして、３問目にいきた
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いと思います。 

 このコロナウイルス感染拡大による施設案内というのが３月２日付けと３月３日付けで、社会教育

課のほうから図書館とスポーツセンター、学校施設の利用について出ているのですけれども、余りに

も小学校等含めて国のほうから急な対応されたので、このような表現になったと同情する部分もある

んですが、片方は表現が禁止なんですよ、もう一方は自粛なんですね、禁止のほうがはっきりして

えーと言う方もいらっしゃるかもわかりませんが、今、この時代ですから住民に寄り添うような表現

で自粛表現のほうが、禁止じゃなくてよかったんじゃないかというふうに自分としては思っています。

禁止だったら、こう上から目線でいくような感じで住民に寄り添うようなより姿勢が見れる。 

 両方とも自粛という形にしても結果は同じようなことになったんじゃないかということを指摘して、

最後の質問にいきます。 

 ２問目同様、エネルギー政策ということで、３問目は、原子力対策はということで町長に答弁をお

願いいたします。 

 原子力の利用方法は、平和的利用とその対極にある戦争利用となる。日本は憲法で戦争を放棄し、

比較三原則もある。だから、原爆、水爆の使用も兵器製造も許されない。平和的な利用は、原発と動

力だろう。地震国に暮らす日本に安定した地層はない。ゆえに、日本の地下に核廃棄物の処理場建設

は、現在の技術力では不可能と私は考えている。また、日本の核廃棄物を全面的に受け入れてくれる

国は、今のところない。今後も期待できそうにない。 

 田布施町議会は震災後の２０１１年６月、委員会提出議案第１号上関原子力発電所建設に関する意

見書を原案のとおり可決した。議会は町民の意向を踏まえたこの意見書を総理大臣、経産大臣、衆参

議長、県知事に提出した。国は、原発の新設を認めていない。なぜ、町長は昨年、県知事が中国電力

の申請、公有水面の埋め立て、海上ボーリングを許可したのにクレームを言わないのかお尋ねします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 中国電力は昨年６月１０日に、公有水面埋立法の規定に基づき、県に対し、公有水面埋立免許に係

る竣功期間の伸張を申請し、県は７月２６日にこれを許可したものとこれを承知しております。 

 また、同じく中国電力は、１０月８日に山口県条例に基づき、海上ボーリング調査の実施に必要と

なる一般海域の占用許可を県に申請し、県は１０月３１日に、これを許可したものと承知しておりま

す。 

 これらの許可は、県において、それぞれ県が所管されます法律や条例の規定に基づいて審査内容を

審査され、基準を満たしていると判断し許可されたものであり、法令上、町に意見を求められたもの

でもなく、また、町に何の権限もないことから、お尋ねのように県知事に意見を申し述べる立場には

ないと考えております。 

 町といたしましては、今後とも国・県の動向を注視しながら町民の生命と財産を守ることを最優先

に考えていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  田布施町の立場は、県に申し述べる立場ではないと。ですが町長、

国は原発をベースロード電源と位置づけています。原発は二酸化炭素を排出しないクリーンなエネル

ギーで地球温暖化にも貢献できるが、私は、コストに大きな問題があるというふうに思っております。 

 国が電力行政の許認可権を持っているから、中国電力は、上関原発推進の旗を掲げたままだってい

うふうに自分は考えているのですが、震災以後の防災対策費用を考慮すれば、原発はコストパフォー

マンスが悪すぎると思います。コストを考えれば新たに原発を導入するメリットは、私はメリットは

ないというに考えるんですが、町長は原発を導入するメリットについて、どのようにお考えでしょう。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 
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○町長（東  浩二君）  おっしゃいますように、福島の事故以来、原発というのは止まっております。

最近、再稼働とか、若干始まっておりますが、大元となります国の方針が第５次国のエネルギー基本

計画でも、原発の新造設については触れられておりません。また、平成３０年１月に資源エネルギー

庁がまとめました原子力施策の動向について読んでみましたけど、やはり、はっきりとした国の方針

が示されていないということが、まあ今回、県も非常に苦労されたと思いますけども、そういった段

階でございますので、町長としてどう思うかということでございますが、専門家が十分に論議をされ

て、実態等を考えながら、されておりますので、まず、そうした基本計画なり、そういったものの中

で十分国民の論議をしていただきたいというのが私の思いです。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  国は、先ほども言いましたが、ベースロード電源は原発なんですが、

私は、ベースロード電源は原発でなく、自然エネルギーにしたらいいというふうに思っています。 

 その自然エネルギーの中でも日本は火山国です。ですから地熱発電を大いに導入すればいいと、た

だ、国立公園の、僕は、規制がネックになっとるんじゃないかと、ですから、ＩＲで規制を緩くする

んじゃなくて、国立公園の規制をより緩和して民間企業がより地熱発電に算入できるように、私は、

町長に国や県に働きかけてもらいたいと思うんですが、町長、この働きかけをどのように考えられま

すか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  今までも町がそういう地熱なり風力発電とか持っておれば、まだ違うんでし

ょうが、本町の場合、風力にも適さない、地熱もない、太陽光についても非常に農村という環境の中

で難しいということもございますので、本町からあえて、その自然エネルギーをというような考えは、

今、持っておりませんが、おっしゃいますようにエネルギー事態の総量を減らしていくということと、

ベースの電源をどこに持つのかというのを国としてはっきり示してもらいたいというふうに思います。 

 省エネで電力を落とすということが、まず、第１のキーです。それから、今あるエネルギーをどう

いうふうに使っていくのかというのを専門家のほうで十分論議をしていただきたいと思います。特に、

私のほうから自然エネルギーについて、田布施町から発信するというよう考えは、今、持っておりま

せん。 

○議長（瀨石 公夫議員）  松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  そろそろ時間ですので、最後の質問になりますが、最後は、ちょっ

とおもしろいことを思いつきましたので。 

 北朝鮮が最近、飛翔体を発射したというニュースがありますが、日本は言霊信仰がまだまだ残って

いるというふうに私は思っています。 

 あってはいけないことを口にすると起こる、だから何も言わない、例えば、北朝鮮のミサイルが原

発に飛んで来れば、結果としては原発が投下されたのと同じになります。何故、だれも北朝鮮のミサ

イルの話題のときに、その原発問題に触れんのじゃろうかというのがやっぱり、言霊信仰としか自分

には考えられないというふうに思っています。 

 まあ、笑い話になるかもわかりませんが、北朝鮮のミサイルが岩国基地を狙ったら、上関に落下し

た、あるいは、田布施に落下したと、笑い話でも本当にありそうでもあります。上関が広島、長崎に

続く被爆地になってはいけません。 

 そのような可能性のある原発は、住民の安心安全を守るためにも、私は、必要ないという風に思っ

ておりますので、時間の許す範囲内で町長、お答えをお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  先ほども申し上げましたが、国のいろんな基本計画の中で、再稼働の際には、

安全基準がもう格段に基準が上がっておりますので、なかなか再稼働できないというのが実態で、そ

れは国民の考え方を原子力関係の関係者も十分理解されて、やはり安全対策というものに万全を期さ
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れているものと思います。 

 しかし、おっしゃいますようにミサイルというのは、上から飛んで来るものですから、なかなかそ

れはイージスアショアとかですね、そういったもので防御ができれば、また、違うかもわかりません

が、なかなかそういうような大きな問題も含んでおりますので、私としては、慎重に国民の安全をま

ず第１に考えていただきたいという、前町長からの思いと全く一緒でございます。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  以上で、質問終わります。ありがとうございました。 

○議長（瀨石 公夫議員）  以上で、松田規久夫議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩し、換気を行います。 

 再開を１０時４５分といたしますので、よろしくお願いいたします。 

午前１０時３５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１０時４５分再開 

○議長（瀨石 公夫議員）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、石田修一議員。 

○議員（５番 石田 修一議員）  それでは、一般質問３件させていただきます。答弁者は、１問目は

町長、２問目は町長、教育長、３問目は町長にお願いいたします。 

 １問目、総合計画。これについて。 

 第５次総合計画は令和２年度をもって計画期間を終了する。現在、第６次総合計画策定の基礎資料

とするため、まちづくりアンケート調査が実施されている。そこで、第６次総合計画策定に当たり、

町長の考えを尋ねる。 

 １つ、私はこれまで田布施・平生水道企業団や柳井広域水道の水道事業における問題点を、町長に

指摘してきました。第５次総合計画第４章には、「水道事業の経営改革及び改善を図る施策を推進す

る」とあります。第５次総合計画最終年度を迎えるに当たり、現状分析と推進状況はどうなっている

かお尋ねする。 

 第２、現在の柳井管内水道料金は県内で一番高く、３倍の料金格差が生じております。企業誘致や

若者定住等の地域活性化対策にも大きな支障となっております。水道事業の改革を推進し、水道料金

を引き下げることができると、私は考えております。第６次総合計画の中で最重点項目として取り組

んでほしいと思いますが、いかがですか。 

 第３、これは参考になると思いますが、広島県では水道事業の県一本化、このほかに具体的な活動

をしております。２０２２年１１月に、水道事業を県一本にまとめ、広域水道企業団を設立し、

２０２３年４月から事業を開始する見込み。 

 県がまとめた企業団の設立構想は、県と市町が持つ総務や人事、財務などの間接部門を統合する、

または上水道の運転管理や水質検査などの技術面も、段階的に一本化する。それによって県内にある

上水道を半分に集約できると見ており、これが実現できれば、施設の維持管理費などで今後、

１,７００億円の削減ができると試算しております。また、水道事業の広域連携を後押しする、国の

補助金も積極的に活用できると考えております。 

 これ、柳井広域がありますけど、全国でも一番小さい部類の広域になっておるというふうに思いま

す。国のほうは「もう少し大きい広域化を」ということで、強力に推進しております。そういうこと

もあって、水道事業広域連携を後押しする国の補助金を、広島県は積極的に活用するということを考

えております。広島県も山口県と同じように３倍の料金格差がありますが、水道事業の改革をどんど

ん進め、水道料金引き下げ、料金格差是正に積極的に取り組んでおります。 

 柳井管内は、山口県でも４,６００円の水道料金。先ほども申し上げましたけど、間接部門の削減

ができれば、この料金格差もこの近辺で、山口県で一番安い岩国地区１,５００円ですが、それと同

じ料金、これに、広域合併することによって、十分可能だというふうに考えております。 
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 東町長、柳井管内の市町を一本にまとめ、県に積極的に働きかけていこうではありませんか。町長

の決意をお聞かせ願いたい。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 水道事業の経営改革につきましては、現在、柳井地域水道事業広域化検討委員会において、施設規

模の適正化や更新需要の把握、業務の共同化など現状把握と課題抽出を初めとして、広域化に向けた

検討を行っているところでございます。今後も広域化による効果の検証を行うべく、柳井地域で協議

を重ねることといたしております。 

 御質問のように、西日本では、香川県において県と１６市町で構成する広域水道企業団が平成

２９年に設立され、広島県においても、県と市町で広島県水道広域連携協議会が設置され、統合に向

けた取り組みを加速することとしているようでございます。このように、水道事業における広域化の

流れは国の施策のもと、全国的なものとなっていると認識はいたしております。 

 また、水道料金につきましては、議員御指摘のとおり柳井地域の１市４町全てで４,６００円を超

え、県内で最も高いものとなっております。 

 本町の上水道事業を担う田布施・平生水道企業団は、受水費や企業債償還などにより厳しい経営が

続いており、田布施・平生水道企業団及び柳井地域広域水道企業団において、管理業務の民間委託な

ど経営の効率化に努めてきたところではございますが、それぞれ構造的な要因を抱え、現状において

料金の低減を実現することは困難であり、今後も構成団体と歩調を合わせ、引き続き広域化の取り組

みを進めてまいります。 

 また、県に対しましても、現在の補助制度を維持していただくとともに、引き続き県内における水

道料金の格差是正に向け、働きかけをしてまいりたいと思っております。 

 最後に、「水道料金の引き下げを第６次総合計画の最重点項目として取り組んでほしい」との御提

案でございますが、こうした取り組みは、田布施町だけでなく山口県また広域的な市町を含めて、幅

広い論議と運動が必要であるということも踏まえながら、今後、設置されます田布施町総合計画策定

検討委員会の中にも相談し、検討してまいりたいと思っております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  石田議員。 

○議員（５番 石田 修一議員）  きょう、こうして総合計画についてですが、第６次総合計画、来年

度から始まります。いろいろ私も町長に、総合計画についてお願いしたい件がありましたけど、一本

だけに絞って、こうして質問させていただいております。 

 といいますのは、私は、今が県に一本化を陳情するのに一番いいチャンスだと。周りの状況から見

まして、そういうふうに判断しております。柳井管内には、田布施町には、岸衆議院議員、北村参議

院議員、国本県議会議員、大島町には柳居県議会議長。しっかり村岡知事にも発言できる方もおられ

ます。平生町には、元県職員でありました東町長と同級生であります。水道事業の改革を県に陳情す

るのに、最高のメンバーがそろっております。また県内には、現在では国会議員、安倍総理もおられ

ますし、立派な方がおられます。 

 広島県は今、こうして山口県よりずっと先に走っておりますけど、こういうすばらしいメンバーが

そろっておる中で、広島県に追いつけないことはない。だから、皆さんがもう一本にまとまってこう

いうこと、これはもういずれは、２年先、３年先、４年先、これはどうしてもやらないといけない。

そして今度、これはもう既に山口県も、広島県がこの状況まで動いておるっていうことになれば、山

口県自体ももう水面下では動いておるんではないかと、そういうように思っておるわけであります。 

 水道事業を、県に一本化することによって、間接部門で１,０００億円以上の削減はできる。また、

国の補助金も利用できる可能性もある。地域発展のため、このことについては、積極的に東町長に行

動を起こしていただきたい。 

 柳井管内の国会議員、県議会議員、市長、各町長力を合わせて、県に陳情をお願いしたい。そうす
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れば、広島県と同じように山口県も水道事業の一本化、広域水道の事業化を推進することはできると

いうふうに思っております。 

 再度申し上げますが、このタイミングを逃さないように、柳井管内が積極的に陳情行動を起こして

いただきたい。再度、答弁をして、次の質問に移りたいと思いますが。町長、よろしく。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  おっしゃいますように、広島、香川とかですね、全国的にも県で一本化する

という動きは進んでおりますし、水道管の老朽化、水道施設の老朽化ということもございますので、

今後のインフラ整備ということを含めて、やはりそういう広域化には、なんというんでしょうか、余

裕がありませんとできません。 

 でも、香川県の場合はちょっと、水がないという、お互いに水を融通し合うという、すごくまとま

った気持ちがあるようにも聞いております。広島の場合は、そんなに格差がないというような気がい

たしております。 

 山口県の場合は少し、東部、特に岩国が非常に安いということもございますが。その辺の柳井広域

と、現実的にはその差が非常に多いものですから、石田議員おっしゃいますように、国会議員とか県

知事含めて強力なバックアップがないと。やっぱり柳井広域だけでというのも、まずステップとして

踏んでくれというのが県の考え方でございます。 

 ですから、柳井広域でどこまで経営統合するのか。やはりおっしゃいますように、上だけひっつい

たんじゃあ、やっぱり効果というのは出ないように思います。ですから、かなり大きな部分まで広域

化を進めていくということになろうかと思いますが、致命的に、やっぱり弥栄から引っ張ってくると

いう構造的な要因を、この柳井広域自体が持っておりますから。 

 光市は、周南市のほうへ水を売ると。７,０００万円ぐらいで。工業用水を売るというようなこと

も聞いておりますが。少し、その弥栄の水をどういうふうに広島のほうにも少しとってもらうとか、

周南の工業地帯のところまで少し持って行ってもらえんかというふうな、具体的なその案を含めて、

広域でもいろいろ論議をするんですが、なかなか前に進まないというのが現状でございますので。 

 石田議員おっしゃいますように、ほかの市町とも、県とも連携をして、いろんな調整に関する移動

調整会とか自民党への要望も今後ございますので。そういった中で、取りまとめを早く行いまして、

具体的に要望活動は強化していきたいと思います。 

○議長（瀨石 公夫議員）  石田議員。 

○議員（５番 石田 修一議員）  一言申し上げて次の質問へ行きますけど、今、町長が申し上げられ

ましたように、もう水面下ではこれ、山口県一本化っていうことより、東部、中部、西部ということ

は、ここは東部になりますから、岩国方面になりますね。だから、今、山口県で一番水道料金安い、

人口も田布施とかいうよりずっと多いわけで。それと間接部門がこれを削減できればですね、やはり、

こういう東部だけの統合を先にしましても、水道料金、これを岩国地区に迷惑をかけるっていうこと

にはならないというふうに考えておりますので。少しの格差があったにしても、この柳井管内、

２,５００円ぐらいまではおろせるんじゃないかと。だから、段階的な形でもいいわけで。これはと

にかく国会議員、県議会議員、十分しっかり動いていただいて、地域のために結果を出していただく

ようにがんばっていただきたいと思います。答弁は要りません。お願いします。 

 それでは第２問目、公共設備の現状と今後の建設計画についてであります。 

 国の方針により公会計制度が導入され、本町の公共設備は減価償却後の簿価が計上され、残存金額

が計上されていると思うが、資産状況はどのようになっているか。また、今後の公共施設の建設計画

についてお尋ねします。 

 １、中央公民館は耐震設備もなく、老朽化が相当進んでおり、第２庁舎の具体的な建設案が示され

るべきと、そういう時期に来ておると思います。中央公民館の機能は西田布施公民館に集約するなど

の検討も必要ではないかと思っております。前町長の代に庁舎建設計画案が出ておりましたが、その
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後の推進状況はどうなっているか。 

 第２、麻里府公民館は東南海地震による津波や台風の影響で、また、麻里府保育園は土砂災害警戒

区域としてハザードマップに示されているように、ともに現在の場所から移設すべきと考えておりま

す。地震や津波が発生した場合の、麻里府地区だけ避難場所がない。現在は、避難場所は防災セン

ターとなっているが、建物は狭く、麻郷まで行くのは不便であります。今後は高齢化を考え、施設の

安全面を考えたら、新たな複合施設の建設を検討願いたい。 

 第３、田布施町郷土館であります。 

 長い間、ＮＴＴに賃借料を払い続けているが、今後も高い賃借料を払い、老朽化した施設を利用し

ていくのか、検討する時期にあると思います。例えば、将来的な郷土館のあり方について、住民の有

識者による検討委員会を早急に立ち上げ、方向性を検討していくべきだとそのように考えますが、い

かがですか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 本町では、平成２８年度に田布施町公共施設等総合管理計画を策定し、今後の人口減少や人口構造

の変化、財政状況の見通し等を踏まえ、長期的な視点で公共施設における基本的な方針を示しており

ます。 

 その方針の内容は、更新時におけるダウンサイジングや、複合化、集約化、また、廃止、統廃合等

による資産総量の削減を図り、定期的な点検、計画的な修繕等により、長寿命化等を推進するといっ

たものでございます。 

 令和２年度は、この公共施設等総合管理計画に基づき、個別の施設ごとに現状を踏まえた上で、維

持管理、更新等について個別施設計画を策定をいたします。 

 それぞれ、議員から３点の御質問でございますが、まず、中央公民館と麻里府公民館のほうにつき

ましては私から答弁させていただいて、郷土館については教育長のほうからお答えをさせていただき

ます。 

 まず１点目の、中央公民館ですが、昭和４３年の建築でございまして、町の中で最も古く、外壁剥

がれなどの老朽化と耐震化に大きな問題があるということは承知をいたしております。 

 昨年の１２月議会での一般質問でもお答えいたしましたが、以前、町職員で構成する庁舎問題等検

討プロジェクトチームが、基本的な考え方の一つとして報告書を取りまとめてくれましたが、これは

機能、設備も必要と思われるものは全て取り込んで、あったらいいなというものは全部入れて試案し

てくれました。そういった問題もありますので、総額が９億円を超えるような、それで大きな事業に

なっておりました。このことにつきましては、議会、また町民の皆様からも多くの御意見をいただい

たところでございます。 

 私といたしましては、今後の財政状況を考察し、大幅な事業費の抑制のため、別の視点からも計画

が必要と考えております。これには、教育委員会や社会福祉協議会の移転先をどうするか、中央公民

館の機能をどうするか、また慎重に論議をしていかなければなりません。 

 また同時に、この議事堂の多目的使用化や、本庁の会議室等にどれだけの事務スペースが確保でき

るか、そして、中央公民館のかわりに、もしか設けるとすると、最低限何が必要なのか、将来的にこ

れが必要なのかという優先順位を決めて、幅広い論議を深めて、令和２年度中には議会とも相談をす

る中で、方向性をまとめていきたいと考えております。 

 次に、現在の麻里府公民館でございますが、議員おっしゃいますように、津波、高潮対策に適さず、

麻里府保育園も土砂災害の警戒区域に入っているという状況でございまして、麻里府地域には安全な

避難場所がないという、非常に申しわけない状態になっております。 

 麻里府公民館の移転は、中央公民館の建てかえ後に実施することといたしておりますが、麻里府保

育園につきましては、現時点で建てかえ計画はなく、今後の少子化の動向を見きわめながら検討して
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まいりたいと思いますが、いずれにしましても、少しスピードを上げて検討、協議を進めていきたい

と考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  引き続きまして、郷土館についてお答えします。 

 郷土館は、現ＮＴＴと貸借契約を交わして、平成元年１１月３日から郷土館として開設をしておる

というのは御存じと思います。 

 郷土館は施設も設備もともに古いことから、議員御指摘のように、将来的な館のあり方を含めた、

公共施設などの総合的な管理計画を定めることが重要であるというには認識してはおるところでござ

います。 

 しかし現在、郷土館は、賃貸人のＮＴＴ、正式には株式会社ＮＴＴ西日本アセット・プランニング

中国支社といいますが、との賃貸借契約を複数年にしたことによりまして、同社が行う維持管理に資

金を投資することが、従来より容易になったというふうに聞いております。 

 事実、平成２７年度に外壁修繕工事が行われ、同時施工した外壁の吹きつけ処理により、郷土館の

持っていた古い建物というイメージを一新することができたのは御存じのとおりです。また、令和元

年度には耐震診断を行い、令和２年度に屋上の防水工事や外回りの改修工事が予定されております。 

 田布施町でも、ＮＴＴ中国支社の工事計画にあわせて、町所有の設備の内、老朽化の進んだ空調設

備等の設備更新を計画的に行い、現在収蔵している各種資料の保存環境を少しでも改善できるよう取

り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 このようなことから、現状では当面は、契約を延長して郷土館を運営していけたらというふうに考

えているところでございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  石田議員。 

○議員（５番 石田 修一議員）  今、積極的な御意見もいただきました。麻里府のほうも公民館、そ

れから中央公民館を含めた第２庁舎のことについても、いろいろ前向きに検討しておられるようです

ので、引き続きがんばっていただきたいと思います。 

 公共設備の分についてもう一つお尋ねしますけど、公民館ですね。今回ずっと、一般質問する前に、

田布施町を全部歩いてぐるっと、車で走って行ったんですがね、一番建物で気になりますのは公民館

です。町長も、一番近くの公民館が一番汚れていますし、問題だなというのはお気づきかもわかりま

せんが。 

 この公民館、特に城南公民館、麻郷公民館、外壁はもう黒ずんで、地図を描いております。これは

今、各家庭とも庭とか個人の住宅ほとんど、周りを小ぎれいにしておられますから。見られたらわか

りますように、この城南公民館や麻郷公民館は、地域の環境美化を阻害しておる。はっきり申し上げ

ます。これは、公共施設が地域の美化環境を、これを完全に阻害しております。 

 だから、外壁を塗りかえること。そういうことによって、きょう建設課長もおられますけど、やは

り、設備の建物の維持管理はできるんじゃないかと。だから、建物の耐用年数も延ばすことができる

んじゃないかということを考えますと、将来の歳出の削減になるというふうに思っております。 

 そういうこともありまして、この公会計制度、これはもう完全に導入されておるわけで。こういう

ことから考えますと、早急に、これは検討するんでなくて、外の塗かえ。これは建物の延命を図ると

いうことも考えて、検討されるべきじゃないかと思いますが、御答弁をお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  おっしゃいますように、公民館の老朽化は、思った以上にひどくなってきて

おります。令和２年度で個別施設計画をつくりますので、具体的にその外壁の状況を具体的に診断す

る中で、対応の順番も決めてやっていきたいと思っております。 

 中には、もう塗りかえじゃなくて、一回、本当に外壁をきれいにして整備をしたほうがいいような

気持ちを持っておりますが。事業費もそうしますと、かなり大きなものになってきますが、長期的に
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使うという観点から、個別の施設計画ではいろんな案を盛り込んだものにしてみたいと思っておりま

す。また御提案のほうをさせていただきます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  石田議員。 

○議員（５番 石田 修一議員）  それでは３番目の、行政と地域の協働のまちづくりについて。 

 田布施町は、各地域の公民館を拠点とし、公民館活動を中心に地域の活性化を図っている。しかし、

急速な高齢化や人口減少により、地域の環境は厳しくなってきました。 

 先般、地域の役員会に私も出席しましたけれども、自治会長を決めるということで、それをしない

で、会員が自治会を脱退しました。地域の連帯感や自治意識の希薄化が進んでいるように思います。 

 麻里府地区は、田布施町で唯一の国定公園に面した住みよい環境があると言う人はいます。地域を

挙げて人口の増加に努めているところでありますが、南海トラフ地震による津波や麻里府小学校の閉

校の影響もあり、思うような結果があらわれておりません。 

 今、地域のコミュニティーの中心である自治会組織が衰退する傾向にあるように思います。こうい

った現況を捉え、行政は危機感を持って対応策を講じる必要がある。そのように思います。今こそ、

行政と住民との協働によるまちづくりが必要であります。 

 田布施町と規模も同じようなまちで、皆さん御存じのように、愛媛県の内子町。これは参考になる

ものではないかと、このように思います。 

 内子町は、人口が田布施町よりちょっと多くて、１万８,０００人の町でありますが。内子町は、

各地域の担当責任者に３名ずつ町の職員を任命しております。これは、町長直結です。地区の公民館

長や自治会長と一緒に、年間の行事計画や地域の問題点に取り組み、成果を上げております。日常の

業務をこなしながら、地域での活動をしているわけであります。 

 田布施町は、年に一回程度と申し上げたら失礼ですが、公民会長や自治会長を本庁に集めて、会議

をしているというふうに思っております。自治会長は、１年か２年で交代であります。地域の問題点

や改善点に取り組む時間はありません。そういうことからしますと、内子町を参考にして地域活性化

に取り組むべきだと思いますが、いかがですか。職員が現場に立ってこそ、地域の問題点や改善点が

見えてくると、そのように思います。地域との連携強化を図っていくお考えはありませんか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えをいたします。 

 全国的に、少子高齢化の進行や急激な社会の変化に伴い、地域コミュニティー機能の低下や自治会

加入率の低下、住民の連帯感の希薄など、これまでのコミュニティーを維持していくことが難しい時

代にきており、また今後、少子高齢化により独居など高齢者のみの世帯の増加が見込まれております。

このため、国は可能な限り住みなれた地域で暮らし続けることができるよう、地域の支え合い体制の

構築を推進しております。 

 こうした中、本町では麻里府地区をモデル地域として、行政、地域包括支援センター、社会福祉協

議会及び地域住民等が協働し、地域の課題などを話し合う協議体の新年度設置に向け、準備を進めて

おり、これまでに研修会を２回実施しております。 

 新たな協議体では、地域が抱える課題を明確にし、それを改善するために、地域でできることや地

域の多様な資源を生かした取り組み等について話し合い、実現可能なものから実施し、触れ合いの基

盤づくりに取り組んでいきたいと考えております。こうした麻里府地域の取り組みが進みますと、ほ

かの地域にも展開していきたいと思います。 

 内子町の例を今、いただきましたが、ちょっと今後の検討課題とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  石田議員。 

○議員（５番 石田 修一議員）  もう時間がないようですので、また。答弁は要りませんから、検討

をしていただいて、実行できるものはしていただいたらと思います。 
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 内子町の例を挙げましたけど、田布施町観光協会が、前は庁内、田布施町役場にあったと思うんで

すけど。それを前町長のときに予算をつけて外部に設置したというふうに、私は理解しておるんです

が。内子町のように、行政と地域とが一体化するような形になれば、各公民館長、これを観光協会の

一員に加えて、地域とともに活動できる方向も検討されたらどうだろうかと。 

 やはり、先般の「牡蠣まつり」ですか、交通の問題でこちらに移されたようですけど、地域の公民

館長は、それを後、聞くような状況。だから、地域と一体化するっていうことになれば、事前にそう

いうふうな、結果的にそういう方向になったにしても、話し合いのもとでやっていくとか、そういう

形があればと。そういうふうに思います。検討をお願いします。 

 それと、これは地域にもう一歩踏み込んでいただいたら、こういう苦情は行政のほうへ入ると思い

ますけど、５月の第２日曜ですね。やはり、今は女性の力が必要であります。第２日曜、御存じと思

いますけど、これは母の日です。だから、この日に町内の一斉清掃をやっておりますね。一斉清掃だ

から、ごみが出ますから、来るからこれは、うちの地区は日にちを変更するとかそういうことはでき

ないわけで。これは、わざわざ母の日に町内一斉清掃をやらなくても、第１週なり第３週に変更する

っていう気配りがあってもしかるべきじゃないかとそういうふうに思います。検討をお願いします。 

 以上で、一般質問を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  以上で、石田議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（瀨石 公夫議員）  それでは、暫時ここで休憩し、換気をし、１１時３５分から再開といたし

ます。よろしくお願いいたします。（発言する者あり）はい、それなら３０分からです。換気だけで

す。 

午前１１時２３分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１１時３０分再開 

○議長（瀨石 公夫議員）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、竹谷和彦議員。 

○議員（８番 竹谷 和彦議員）  それでは私の質問ですが、２つでございます。質問の答弁者は、町

長お願いします。 

 それじゃあ１問目ですが、役場庁舎内の設備についてお尋ねします。 

 田布施町には職員用のシャワールームや宿泊する部屋や仮眠場所がないが、大きな事故、災害発生

が懸念されるきょうこのごろ、万が一の事態に備えて庁舎内にシャワールームや宿泊、休憩、仮眠用

のスペースが必要なのではないか。現在のお考えや今後の設置計画や、予定をお聞きします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 昨年度、庁舎耐震改修工事を実施し、震度５強に耐え得る庁舎となりましたが、工事前と変わらず、

限られたスペース内での執務を行っております。 

 御質問にあった、長期化が予想される大規模災害を想定した場合、仮眠室やシャワールーム等の設

備があること、また職員あるいは避難した住民が、精神的な負担軽減につながるとは思われますが、

庁舎に限界がございますので、現在のところ、新しい部屋とか設備をつくる予定はないのが現状でご

ざいます。 

 やはり、先ほども申し上げましたが、中央公民館の耐震化問題、また麻里府公民館の移転問題、そ

の他公民館等の老朽化問題等をたくさん抱えておりますので、まず、こうした公共施設の整備計画を

まず立てた上で、考えたいと思っております。 

 今度、第２庁舎が建設が可能であれば、少しそういったものが入れられるかどうかというのは考え

てみたいと思っております。ありがとうございました。 
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○議長（瀨石 公夫議員）  竹谷議員。 

○議員（８番 竹谷 和彦議員）  ありがとうございます。 

 これはちょっと職員の方から聞いたことなんですけど、例えば、除草作業等をして汗だくになって

庁舎に帰ってきても、そういった施設がないから、近くの者は時間休とって家へ帰ってくると。そう

いう状況があるということでございます。 

 これは、そう大規模なものでなくて結構ですが、例えば、宿直室の隣あたりに簡単な、海の家にあ

るものとかプールにあるシャワールームのようなものを、簡単な設備でもとりあえず設置というのは

できないものですかね。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  場所の管理とか、時期的にやっぱり冬とかには使わないわけでございまして、

やはり夏時期に限定した施設でございますし。御承知のように、敷地内も本当に限られております。

今、川の工事をやっておりますが、あれが済みますと、もういきなり川の堤防ということになります

し。非常用電源設備の工事も、あの裏、玄関の付近に少し土を高くして、安全性をとって設置すると

いうふうにしておりますので、なかなか裏周りにそういったスペースがないというのも事実でござい

ますし。 

 できるだけ作業も夕方３時とか４時ぐらいからやって、終わったらもう家へ帰れるようにというこ

とで。朝からそういう作業をさせて、一日中不快な思いをさせるということはないように心がけては

おります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  竹谷議員。 

○議員（８番 竹谷 和彦議員）  ここ数年、この田布施町のほうには大きな台風とか来ないから、済

んでおるんですが。万が一、何か起きたときに、やはりこういうものがあったらいいなと思いますの

で、前向きに検討をお願いします。 

 それでは、２問目でございます。防犯カメラ、ビデオ、公用車の車載カメラの設置状況についてお

尋ねします。 

 昨年９月議会で、庁舎や町内施設への防犯カメラの設置、公用車へのドライブレコーダーの設置に

ついて質問した。町として今後検討していくとのことだったが、その後の進捗状況はいかがか。 

 また、防犯強化のため、町民が車にドライブレコーダーを新たに設置する際に、田布施町として助

成を行ってはいかがでしょうかということです。お願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 まず第１点目の、庁舎や町内施設への防犯カメラの設置、公用車へのドライブレコーダーの設置に

ついてお答えいたします。 

 防犯カメラ及びビデオについては、令和２年度の当初予算で検討もいたしましたが、やっぱり予算

的に非常に厳しいという状況もございまして、少し見送らさせていただくということにいたしました。

しかし、その必要性は十分、査定の中でも職員から聞きましたし、今後、検討はしてまいりたいとい

うふうに思っております。 

 そして、ドライブレコーダーについては、御提言もいただきましたので、昨今の運転状況、あおり

運転ですか、そういった状況を踏まえながら、令和２年度から、出張車についてドライブレコーダー

の設置を計画的にしようということで、数台ではございますが、出張車に限定してつけるということ

にいたしております。ありがとうございました。 

 次に、２点目の、ドライブレコーダー設置に対する補助、助成でございますが、多くの方が、やは

り既にドライブレコーダーを設置されておりますし、今後、町が補助をしなくても、安全対策上、急

速にその設置が進むというふうに考えておりますので、今あえて町が出て、町としての補助事業とい

うものは考えておりません。 
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○議長（瀨石 公夫議員）  竹谷議員。 

○議員（８番 竹谷 和彦議員）  ありがとうございます。 

 大きな犯罪とか起きた場合、よくその逃走経路とか確定するのにいろいろ、テレビや新聞等の記事

を読んだりするんですけれども。やはりそれを考えると、我が田布施町というのは、余りにも無防備

な町だなと。町からどう逃げていっても、全然わからんのんじゃないかと私、思うんですよね。 

 それでちょっと２番に、ドライブレコーダーというふうに限定しましたが、逆にいうと、自宅の玄

関とか自宅の前とかに道路のところに、そういった防犯カメラとかを設置するために今後、検討して

いただいたらと思いまして、補助とかですね。その辺で、今後ぜひ、御検討いただきたいんですが。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  おっしゃいますように防犯カメラは、私が思いますのに、小学校の通学路と

かやっぱり危険性があるところについて、公安委員会らと協議して計画的に進めたらと思っておりま

すが。何せ、そのエリアが広いから、町だけでということにはなりませんので、いろんな企業さんと

か店舗にもお願いをして設置を進めていくということも考えたいと思いますが。おっしゃいますよう

に、自治会とか地域で「こういったところに設置をしたい」ということがあれば、またそういう助成

制度について考えられれば。必要性は十分理解しておりますので、また考えていきたいというふうに

思います。 

○議長（瀨石 公夫議員）  竹谷議員。 

○議員（８番 竹谷 和彦議員）  ありがとうございます。ぜひ今後、よろしくお願いします。 

 それでは非常に短いんですが、私の質問はこれで終わります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  以上で、竹谷和彦議員の一般質問を終わります。 

 ここで昼につきまして、暫時休憩します。 

 再開を１時、（「微妙なとこ」と呼ぶ者あり）いいですか、河内さん、４０分足らずでも。（「や

ります」と呼ぶ者あり）河内さんが、どっちでもいい。（発言する者あり）そりゃ、持ち時間はええ

よ。みんながええちゅうたら。 

 それでは、河内賀寿議員。 

○議員（１２番 河内 賀寿議員）  それでは、一般質問をいたします。質問は一問一答でお願いしま

す。 

 質問事項１は、電柱に万国旗を教育用に貼ってはどうかということで、東町長、尾﨑教育長、答弁

よろしくお願いします。順番はどうかわかりませんが。 

 それでは内容にいきます。 

 以前テレビで、我が校の児童は全員、数の単位を１から最大まで言えますよと言われている校長先

生の番組を見たことがあります。種明かしは、階段１段１段ごとに、万、億、兆、京、垓というよう

に書いてあるのを、６年間見続けることだとのことでした。 

 そこで、本町の子供たちは全員これは言えるよというようなことに、これを応用できないかと思い

ました。オリンピックや大阪万博を控え、万国旗が言えればすてきだなと思いました。もちろん階段

も大事ですが、一般の人も関心を持っていただけることも考えて、海抜表示のプレートのように別に

大きくなくてもいいですから、町の電柱に貼ってあれば、小、中、高と登下校するときに目に入り続

け、自然と覚えるはずです。 

 国旗のサイズは、ほんの２０センチ、１５センチぐらいで十分だと思いますし、下に国名と首都名

が入っていればいいと思います。面積がどうのなど、やたらと多くの情報を入れると、かえって覚え

られないと思います。あとはＮＴＴさんとの交渉次第だと思いますが、電柱に万国旗を貼ってはどう

でしょうか。 

 ちなみに、めったやたらと考えずに貼るのではなく、町内４小学校区を考えの基準とします。麻郷

小学校校区を例に考えると、世界地図の真ん中辺が日本と考えると、それを麻郷小の一番近い電柱に
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日本の旗を貼り、それを中心と考えて、石城山のほうを北と考えれば、竹重か三宅のほうがロシアや

カナダ、東なら麻郷団地の方面の電柱にはアメリカやメキシコ、西なら熊毛団地方面にヨーロッパの

ドイツやフランス、南なら麻里府海岸べりの電柱に南アフリカやアルゼンチンなどといったようなも

のに、貼り方を考えたらいいと思います。 

 そうすれば、現在１９７カ国ある国の位置関係が、日本から見ての北だの西だのを、子供のころか

ら覚えると思います。まぁそれで東小、西小、城南小も同じように考えで、別々に貼られたらいいん

じゃないかなと思っています。もちろん予算の関係がなかったら、田布中真ん中で１９７枚というこ

ともあると思いますが、こういう考えではいかがでしょうか。こういう貼る話なんですけど、答弁よ

ろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。 

 大きな自治体では、自治体所有の街灯などにフラッグやバナーを取りつける事例はあり、にぎやか

で活気のある町となるとともに、万国旗に児童・生徒は興味を持つかもしれません。すばらしいアイ

デアだろうと思います。 

 しかしながら、現実には電柱等に万国旗を貼るとなりますと、所有者であります中電やＮＴＴの許

可が必要ということになります。確認いたしましたところ、通信ケーブルや道路標識、防犯、安全施

設、交通安全の標識については許可しますが、その他等の看板については、基本的に許可していない

という現状と聞いております。 

 また、議員もおっしゃいましたが、費用も少しかかるものでございますので、現状では難しいかな

というふうに思っております。 

 ありがとうございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  それでは、引き続いてお答えします。 

 知識の習得において、覚えなければならないことや覚えておきたいことを、いつも目に触れるよう

にして記憶させていくことは、とても有効な手段であると思いますし、学校においても、教室に九々

や漢字、年表などを掲示して、何度も目にすることができるよう町内の小中学校も現在行っておりま

す。 

 御提案いただきました通学路の電柱へ国旗を提示についても、そうした効果があると考えられます。

特に、地域の人たちが地域を盛り上げるために、こうした活動に取り組まれることについては大いに

賛成です。 

 しかし、町や教育委員会が進めていく場合、まず電柱の使用許可や交通安全上の問題、設置するた

めの必要経費や維持費等、効果に見合うだけの支出であるかどうかという点が気になります。 

 次に、子供たちに身につけさせたい知識の範囲の程度という点で申し上げますと、学習指導要領に

沿って学校は指導しておりますが、学校では国旗について次のような指導が求められております。 

 まず、小学校３・４年生の国旗に対する内容の取り扱いについては、我が国や外国には国旗がある

ことを理解し、それを尊重する態度を養うようにすることと示されています。 

 小学校５・６年になりますと、世界の主要な国については名称についても扱うようにし、近隣の諸

国を含めて取り上げることと、その際、我が国や諸外国には国旗があることを理解し、それを尊重す

る態度を養うよう配慮することと示されています。 

 このように、国旗については、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリアといった主要な

国に加え、中国、韓国、ロシアといった近隣の国名や国旗を理解する範囲が示されております。 

 したがいまして、田布施町内で世界の国旗が見られるようになれば大変楽しいと思いますが、町や

教育委員会で万国旗の国名が言えるよう取り組んでいくのは、やや難しいかなというふうに思ってお

ります。 
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○議長（瀨石 公夫議員）  河内議員。 

○議員（１２番 河内 賀寿議員）  まあ、何事も新しい提案というのはそううまくいかないものだと

思いますし、結局、先ほども言いましたように、貼られるほう側の、管理しよる側の中電なりＮＴＴ

の方とのまずは交渉から入るとは思っています。それは相手がそれが大事に思うかどうかで、それは

もう決まっていくとは思います。今の答弁で言われると、確かに言われるとおりとは思っているんで

すけど。 

 実際問題、今みたいなことで、小学校とか洗面台の前に置いてたとか、何か書いてあったとかいう

のも、ほかの高校生の女の子が言っていましたから。実際に高校ぐらいになると、いっぱい書いてあ

るやつを貼ってあるやつというのは、書いてあったのは覚えちょるんじゃけど、実際はほとんど忘れ

るみたい。実際に絵で書いてみて、スペインってどこじゃったとか、これは国旗とは違うんですけど、

全然スペインの位置がわかんなくて、どの辺とか言って、全然のところを指すんですね。だからやっ

ぱりそういうのはどんどん忘れるということ。 

 だから今度のように、各電柱のばらばらの位置において一つのものが掲載されておれば、歩くとき

に、たしかあの石油屋の前にあったこのあれじゃったねとか、いろいろそういう覚え方というのは、

結構死ぬまで覚えていると思うんですよ。全部の国旗が並んでいるやつが貼ってあるちゅうのは、ま

あ、全部まず忘れてしまうんです、相当興味がなければ。それは、例は、最近ちょっと実験じゃない

ですけど、高校生の女の子と話す機会があったときにそういう感じでしたね。そういうもんだと思い

ます。あんまり興味がなかったら、結局、普通にいろんなことを忘れますからね、いろんなことを覚

えれない。 

 そういうことはいいんですけど、今のあれですけど、経費の関係なんですけどね。確かに海抜プ

レートみたいなのは多分高いんだろうと思います。なんぼなんか知りませんけどね。私もやっぱりさ

っき説明しましたが、最低、ビニールというのはなんですけど、本当、この手のひらサイズぐらいの

簡単に貼れるようなもので、後、中に入れる差し込むやつとか、写真なりプリントの旗のやつを入れ

りゃあいいので。一個ずつ鉄板みたいのをつくろうとしたら大変なあれだと思のうで、そんなにはか

からんと思います。 

 あと、きのうちょうど帰るときに、柳井の新庄のほうを通るときに、別に電柱に今日付けでかどう

かあれですけど、不動産屋さんの何とかいう、どうこうしましょうとか、ここに連絡してくださいと

か、不動産屋さん的なのを電柱にずらっと──皆さん、今度通るときもあるかもしれませんけど、普

通に不動産屋さん絡みのが電柱に貼ってありましたけえ、さほど交通安全とかいうよりも、貼っても

そんなおかしくはないことが。これは柳井市の話だろうけえ、田布施ではちょっと通用せんかもしれ

ませんが。きのうちょうどね、あ、貼ってあるなと、あした質問するのに、不動産屋とかの分が貼っ

てあっても不思議じゃないんだと思いました。結局、考え方次第、ＮＴＴさんとかの、教育いいねと

か、それで話がうまくいけば、それだけで経費もそんなにかからないと思いますけど、いかがでしょ

う、こっちなんですか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  亀田総務課長。 

○総務課長（亀田 典志君）  経費についてはちょっと直接ＮＴＴ、中国電力に聞いておりませんけど、

通常作成するのに、インターネットとかそういったものでちょっと調べてみましたら、巻の広告の関

係だと大体１万円ぐらいからそれ以上という形になります。で、やっぱり使用料になってきましたら、

その巻の広告であれば、年間で１万３,５００円から２万２,０００円というような形になります。 

 今、交通安全の関係の看板とかも、ことし多く看板設置しているんですけど、そこで中国電力の電

柱に貼る計画の中で、一応交通安全上であれば、年間２,５００円程度でできるということでござい

ます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  河内議員。 

○議員（１２番 河内 賀寿議員）  やはりですね、普通の一般の何か広告と違って、交通安全とかい
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うのは大義名分として、誰が考えても立派なことですから、それは安くなるのは当たり前で、ゼロと

いうのはちょっとよほど向こうの御意向があると思いますけえ、あれですけど。 

 今回、やはりその一応大義名分で教育的に貼りたいんですけどと、大義名分だとそんなには、今み

たいな交通安全みたいな形で値段もそんなには高くないと思います。それでまた子供らが、よその町

の子はそこまで言わんかもしれんけど、田布施の町民はほとんどの国旗のことの概念があって、大人

になっても言えるよというのは非常にいいと思います。 

 皆さんもよくクイズ番組とかテレビで見ると思いますけど、たまにこの国旗はどこというのがよく

ありますけど、子供と見よっても、お父さんとかお母さんじゃったら、ここは何とかですって速攻で

言えば、自分ちの子供も父さんすごい、母さんすごいになると思いますから。それはもっと先の話に

なりますけど、教養の簡単な覚え方としていいと思います。 

 この点に関して、今回のやつので、別に東京オリンピックに合わそうと思ったらちょっと忙しいで

すけど、大阪万博、５年先ぐらいですか、あれも一緒で。あれごろぐらいまでに貼っておけばぐらい

で、そうすぐ早急にというじゃなくて、ゆっくり考えていただければぐらいのゆるいネタではありま

す。ネタという表現は失礼ですね。 

 あと、こういうのでナニコレ珍百景とかで捉えられたりとかして、いろんなマスコミとかで話題に

されて田布施町すごいなと思われてもいいかなと思います。 

 あと、この前、桜まつり、去年のときに、吉本の芸人さんたち呼んでステージでやったやつのとき

に、吉本の芸人さんも最初の言葉のつかみで、町の話題を言って引きつけたという常套手段でやると

きに、芸人さんが、子供も大人もいっぱいおりましたけど、田布施町の食べ物と言ったら何がいいで

すか、何がおいしいですかと言うのに、シーンだったんですよ、びっくりしましたよ。まだ聞こえな

かったかな、田布施町の食べ物と言ったら何とか言ったら、シーンとなりましてね。さすがに私も出

しゃばっちゃあいけんけど、イチジクワインとか言ってしまったんですけどね。やっぱり田布施町で

と言ったらなんですかとかいうんで、例えば、こんなんでも国旗がほとんど言えますよとか、そんな

んでもすぐ返したりしたらすてきだなあと思って。やっぱりみんな思ったんですよ、田布施町の食べ

物って言って、イチゴも今は柳井でもつくっているしとか、いろいろそういうふうに考えて、結構み

んな慎重な方じゃけえ返しがなかったんで、芸人さん達も困っていたなというのが、そんなんがあり

ました。 

 だから、田布施町民として町外に出る人も、国旗全部言えますよというようなことが言えるという

のも、やっぱり一つのステータスというか。まぁまわりくどい、ね、結婚してよそに出られても、私、

結構国旗詳しいんですよとか旦那に言うにしても何にしても、そういうことが将来悪い話じゃないな

と思うんで。そういうこともありますので、ぜひ御検討いただければと思います。 

 あと、大阪万博、私５歳のときにありましたんで。正直５歳のときって、国旗の概念というのはア

メリカ館とソビエト館とか、こういうものが宇宙行くんじゃとか思って。そういうのと、あと、ずら

っと何十本もいろんな国の国旗がすごいきれいだったというのを、５歳のときのイメージとして、あ

れはすごく鮮烈に覚えているんです。そんなんでこういう問題考えたんですけど。本当に今度また、

大阪万博が５年か何年か先にありますんで、そのぐらいごろまでの間に考えていただければと思う次

第でございます。 

 あと、細かいプチネタですと、モナコの国旗とインドネシアの国旗は同じ柄だったりとか、そうい

うのもプチネタで、ああ、そうなんじゃとか思ったりしてもらうとか、あと下に書いてある首都名と

かも覚えてもらえればいいなと思いますので、御検討をお願いします。 

 では、２問目に行きます。 

 質問事項２は、デマが流れたときの町の対応はということで、町長お願いします。 

 コロナウイルス関連のテレビニュースで、トイレットペーパーやティッシュが品切れというのを放

送していました。夕方、近くのスーパーに行くと、棚は既に空っぽで売り切れでした。原因はＳＮＳ
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配信のデマがきっかけとのこと。トイレットペーパーは中国で生産されていて、マスクと同じである

とのことでした。冷静に考えればすぐにわかるうそです。それまで地球環境の問題で、アマゾンのジ

ャングルの伐採や、インドネシアのほうの森林伐採が、こんなことでいいのか、行き過ぎではないの

かなどの、紙の資源の、木のパルプの資源の話をよくしておりました。そして日本の工場がそれを使

い、柔らかい紙をつくったり、またそれよりちょっとかための再生紙もつくったりなどの話は本当よ

くありました。しかしそんな話はどこかへ飛んでしまって、急にほとんどが中国生産の話になってい

ったと思います。 

 このケースでの町の対応としては、放送はデマだと呼びかけるなど一番だったと思いますが、こう

いうときの対応について、お答え願いたいと思います。 

 ただこの点は、役場がトイレットペーパーを売りよるわけじゃなくて、あくまで民間の話なんで、

あんまり言い過ぎれるかどうかはちょっと疑問なんですが、まあデマですよぐらいの言い方などある

と思いますが、その辺をお願いします。 

 そして、まずこのケースが、死ぬとか生きるとかいうような深刻な問題のデマではなかったので、

緩い点もあったと思いますが、今後またどういうことが起こるかわからないので、そういったことも

考えて、デマに関してのお答えをよろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 今回のトイレットペーパー等の品不足は、ＳＮＳでの情報をきっかけに買いだめが相次ぎ、業界団

体や政府が品切れになることはないとして、消費者に冷静な行動を呼びかける異常な事態となってお

ります。 

 こうした中、トイレットペーパーのおよそ９８％が国内生産であり、各メーカーに在庫はあること

などから、国からそういったことを周知してほしいという要請がまいりましたので、ホームページの

ほうにも掲載をして注意喚起を図っております。 

 しかし、マスコミがデマだと言いながら、ない棚を１日中映すと、おばあさんはやっぱりないじゃ

ないかと、目で見てないわけですから。その辺がやっぱり何て言うんでしょうか、マスコミも冷静に

在庫があるところを映せばいいと思うんですが、それじゃあおもしろくないから、ないところを映し

ますから、何かマスコミに踊らされているかなという気もいたしますけども。 

 いたずらとかデマに対する対応というのは、非常に難しい。慎重にしませんと、また、それを取り

上げることによって、また新たなデマが出てくるということも考えられますので、今回は国からの要

請に基づいて慎重に対応いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  ちょっとあれが終わるまで。 

 それでは河内議員。 

○議員（１２番 河内 賀寿議員）  昼の時間に済みませんが、もうちょっとお願いします。 

 マスコミもあれですけど、国からはホームページとかで出していて、説明してくださいがあったと

いうようなのは、ちょっといいことだとは思いますし、まあそれほど、生き死にじゃないので。 

 ちょうど最近の棚を見ると、さすがにトイレットペーパーとティッシュに関しては、まあ、マスク

はだめですけど、もう割と陳列というか並べられたりだったんで。そういうことで、この点に関して

はまぁまた。 

 先ほど言ったんですが、デマについて恐ろしいなと思ったのが、高校の授業だったと思います。日

本史の授業だったと思うんですけど、関東大震災があったとき、大正１２年ごろですかね、すごい被

害があるときに、朝鮮人が井戸に毒を入れたとかいうそういうデマが流れて、何か多くの朝鮮の方が

亡くなられたり、すごいけがさせられたみたいな話があったのを、皆さんも高校の日本史で習ったか

どうか、あってかもしれんけど。あれすごいなあと、こんなことになるんじゃデマでとか、誰も毒な
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んか井戸に入れたわけじゃなかったのに、そのころの風潮とかあったけえ、そういう感じのこともあ

ったんだろうというのもわかるんですけど。これなんかさっきの本当生き死ににかかわりますから。

もちろんそのころに、いや、そんなことないですよって、例えばスピーカーで言ったとは通常思えん

けえ、今はいろんな、皆さんにお知らせする手段があるんで、そんなことはないと思いますけど。生

き死に絡みとかが、それの場合は、例えばホームページとか案内を、先ほど言ったように、一番放送

でそういうことありますよ、トイレットペーパーなくなるなんてうそですよと、すぐ一次とかの段階

で言うというのは、これはさほどじゃないけど。もし生き死に絡みだった場合は、ホームページ見る

かどうかもわからんし、やっぱり紙ありました、みたいに放送とかを使ったら陰謀じゃないかとか、

生き死に話がこんなにあるかどうか疑問として、早急という点に関して、今どう思われますか。町長、

どうでしょう。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  やはりデマかどうかというのは、確認をしませんとわからないので。今回の

９８％が国内生産というのを御存じの方というのは、あんまりいないですね。言われてみりゃあそう

かなと思うんですが、紙を日本で売っていますから、トイレットペーパーとかティッシュの紙を。そ

れをテレビで見たことがあるんですが、やっぱり今どうなんだというのは、わからないことがありま

すので。 

 やはりいろんなデマも確認がとれて、町民の方へ緊急にお知らせすべき事項かというのは慎重にや

っていきませんと、やっぱり混乱とか錯綜とかですね、なんかなっても、先ほどおっしゃいましたよ

うなパニックになってもいけませんので、冷静になっていただくということをまず第一に考えていき

たいと。ただ今回は国のほうからございましたので、ホームページのほうに載せさせていただきまし

た。 

○議長（瀨石 公夫議員）  河内議員。 

○議員（１２番 河内 賀寿議員）  ケース・バイ・ケースで、本当に生き死に絡みじゃったら、それ

こそデマの確認を後にするよりも、まずはデマかどうかもしれませんけど、こういうことはしないほ

うがいいと思いますの放送があるようなことをすれば、まあ、生き死に絡みのことはないでしょう。

それは確認のみで十分と思いますが、そういうことも一ついいんじゃないかなとは思います。まあ、

ケース・バイ・ケースですね、歴史にあるような話が本当あったら寂しい話なんで、ないことを祈る

だけです。 

 そういうことで、今後いろいろ考え事をしていただければと思います。あとは、そのぐらいかな、

こんなもんですね。 

 あと、単純に、ニュースを見たときにうちの母親たちが、私が小学校１年ぐらいのころのオイルシ

ョックのときの、トイレットペーパーがなくなる話のフイルムを見たやつをまた思い出しました。皆

さんも思われたんじゃないですかね。 

 そういうことで、今回の質問はこれで終わります。まあ、またいろいろ検討をよろしくお願いしま

す。失礼いたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  以上で、河内賀寿議員の一般質問を終わります。 

 昼につき、暫時休憩といたします。きりのいいところで、再開を１時３０分からといたしますので、

よろしくお願いいたします。 

午後０時０５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時３０分再開 

○議長（瀨石 公夫議員）  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、穴井謙次議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  それでは、通告に基づきまして４問ほど質問させていただきます。 
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 ちょっと眼鏡が曇って見えない状況で、ちょっと失礼してマスクを外させていただきます。 

 まず、第１問目でございますが、感染症対策についてということでお伺いいたします。 

 毎日、毎日、報道等で新型コロナウイルスによる感染症の問題が報道されておりますが、この肺炎

の感染症者数は累計で１０万人を超え、世界の１００ヵ国地域へと広がっているわけでございます。

日本でも既にきのう現在、感染者数は１,２０８人、うち死者１６人と拡大をしておるところでござ

います。 

 目に見えないウイルスの感染への濃い不安と日常生活でのデマや誤った報道が社会に混乱を引き起

こしているということも懸念されているとこでございます。 

 国もこの新型コロナウイルスの感染防止に対して等苦慮して対策を講じておるわけでございますが、

この感染防止及び不測の事態に備え町として現在どのように町民に呼びかけ、感染拡大防止に取り組

んでおられるかをお伺いいたします。 

 よろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。 

 町では、先ほどお答えいたしましたように、２月２５日に第１回目の田布施町新型コロナウイルス

対策本部を設置し、感染症の拡大防止のための対策や対応について協議を行っております。 

 現在、国や県との連携を密にし、情報収集に努めており、逐次更新される厚生労働省等の情報や県

の相談窓口開設等の情報を閲覧できるように町のホームページにリンクを掲載し、周知に努めており

ます。 

 また、感染症の拡大予防のために、イベント等の実施または中止・延期をする際の判断基準を定め、

町が実施を予定していた不特定多数が参加されるイベント等の中止や開催の延期を行っております。 

 関係する諸団体等におかれましても、町の判断基準を参考に自粛等を行っていただくよう理解を呼

びかけており、やむを得ずに開催する場合についても注意事項を定めて周知をしております。 

 この他に、園児や児童等への感染拡大を防ぐため、町立保育園の職員や児童クラブの指導員等に感

染症の知識や対応策等について研修を行うとともに、各小中学校には、マスクや消毒薬を配布し、手

洗いの徹底を指示しております。 

 なお、今週発行します３月広報にも新型コロナウイルスの感染防止に関する知識や情報等を掲載し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。 

 午前中の質問とダブるところもあるかと思いますけども、町としていろいろとこの対策をしておら

れまして、いろいろと対応してくださっていることをありがたく感謝させていただいておるところで

ございます。 

 それで、今、特に学校は一応休校ということで、やっぱりいろいろと関係の皆様方も御努力、御心

配されておるわけでございますが、この休校に対する措置として今後補助事業とか、そういう学力の

補充に対しての方法、お考えはございますでしょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  毎日新聞等にも出させていただいておりますが、本町については補充はし

ていますから、いわゆる、未就学、未学習といいますか、学習していない部分がありますので、それ

については計画的に保護者とよく協議しながら週１回という形で、今、実施するようにしています。 

 ただ、状況が、今、下関で起こっておりますし、その辺は、ある程度校長に任せておりますけど、

未学習、未履修がないような形で進めていくというふうにしております。 

 ２回ないし３回くらいやっていますのが、おおむね、かなり、もう３月に入る状態でしたから、授
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業のほうは済んでいるところが、もちろん中３と小６はほとんど消化しておりましたけど、１、２年

生について、あるいは小学校の１、２、３、４、５年生については多少ありますので、そういったも

のができますし、我々の県教委の注文で出張旅費とか特別に先般つきましたので、これによって教職

員が家庭訪問してやはり授業の状況を見たり、一人一人の個別の指導もできるような状況になってお

りますので、できるだけそういった未学習、未履修がないような形できちっと終えて、春の全国学調

にきちんと子供たちが、きちっとした学習の成果が出るようにということになっています。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。 

 私もきのう、実は錦町のちょっとのぞいてみたんですが、児童クラブの方とか、児童さんも約

２０名ぐらいが出ておられて、先生方もいろいろと御心配をされているという状況を見させていただ

きました。 

 そしてまた、校長先生もいらっしゃらなかったんですけども、実は、生徒さんの家庭を訪問されて、

いろいろ御心配されているという状況でございましたんで、本当にいろいろと御心配いただいている

ことは改めて感謝させていただきます。 

 それで、具体的に、今、役場での備品の手持ちが十分かどうかということで、マスクと消毒液は十

分町として備蓄はあるんでございましょうか、ないんでしょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  吉村健康福祉課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  マスクにつきましては、約７,０００枚程度の備蓄があります。消

毒液につきましては、ちょっと不足して現在入手が困難な状況になっております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。 

 町の窓口では、今、マスクをつけて御対応いただいていると思いますけども、行政でも窓口の方が

感染されておられたということもあって、苦慮されながら対応されておるということもございますの

で、その点は非常に気をつけて十分な対応をお願いしたいというふうに思わせていただいております。 

 それから、私は一つ、今の世の中がそういう、デマ、またマスクというのは本当に不足していると

いうのが現実でございますけども、そういうマイナスの要因が非常に多いわけですけども、本当に一

人一人がどうしたらもっといい方向にやっていけるかということをやっぱり考えながら、それらの協

力をお願いしていくこともやっていかなきゃいけないんじゃないかというふうに思わせていただくわ

けです。 

 その一つに、具体的には、マスクを不足しているわけでございますが、私どもは小さいころを振り

返りますと、ほとんど布製のマスクで中にガーゼを入れて、また、それを消毒したり洗濯をしてまた

使っているというようなことが、昔はそれが当たり前であったわけで、現在は非常に使い捨てでもう

非常にそういうようなもったいない状況にもあるわけですけども、衛生学的にはそれはいいことかも

しれませんけども、やはり、こういう状況になって人々がパニック的にそれを買い占める、あるいは、

買い求めるというそういうような状況よりは、私たちに今できることとして、本当にマスクを手づく

りでつくって、それを使っていく。あるいは、そういうことを長、副長が、一つの婦人会さん等、そ

ういうマスクをつくるとかそういうことがたけた方がいらっしゃるんでございましたら、そういう方

に御協力をいただきながら、そういう少しでもいい方向で皆さんが協力しながら対応していくという、

そういうことについても町として協力を呼びかけていくのがよろしいんじゃないかなというふうに思

わせていただくわけでございますが、その辺、婦人会等との協力とかそういうことへのことを思って

おるんでございますが、町長、いかがでございましょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  今、マスクがないということで、病院でも３日ぐらい使っているというよう

な状態になっているようでございますが、やはり、再利用なり、今、おっしゃいますような手づくり
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のマスクというのもいろいろつくられているようでございますし、もう販売もされているところもあ

るようでございますので、町のほうで、今、具体的にこういうマスクをつくりましょうというような

呼びかけをする予定は持っておりませんが、また、やっぱりマスクというのはやはりそれなりの目的

と効力がないといけないと思いますので、今、手洗い、保育園に行きましても、本当、子供たちがも

う四、五年前からやっているように、本当に声をかけ合って違う園児が一生懸命手を洗っております

が、そういう取り組みを町としたらまず一番、重点項目としてやっていきたいというふうに思ってお

ります。 

 マスク等につきましては、どこまで長期化するかという点もございますし、今、必要なガーゼとか

そういったものももうないというような状態になっておりますので、余りあおり立てるようなことに

なってもいけないと思いますので、もうしばらく様子を見たいなと思っております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。 

 私も、特にやっぱりこのコロナのことに関しましては、やはり私たちのやっぱり日常の使い捨てと

か、いろいろな物を粗末にするとかいろんなそういうことを見直すいい機会でもあるかというふうに

思っております。 

 そういうことで、いたずらにみんながパニック的になるんじゃなくて、一つ、みんなが助け合える

ようなそういうことの情報の発信を心がけてやっていただけたら、もっとみんなが協力して解消して

いけるんじゃないかというふうに思っておりますので、その点、よろしくお願いしたいと思います。 

 ２番目の質問に移らせていただきます。 

 この午前中とダブったのを、かぶっているところございますんですけども、水道管の老朽化、漏水

対策はということでお伺いさせていただきます。 

 先般、和歌山市で水道管より漏水、急遽３日間完全断水して配管取りかえ工事を行うという事態が

発生しております。幸いにも枝管からの漏水であったことがわかり、すぐに復旧できたが、それでも

ライフラインである水道がとまるということは住民生活に多大な混乱と影響を与えることを実証した

ような事例となりました。 

 先日の新聞報道によると、水道管からの漏水などで浄水場から送り出した水道水が無駄になる率、

これは無効率というらしいですけども、田布施・平生水道企業団では２０１７年度９.８４％となっ

ており約１割の水が無駄に消費されているとありました。 

 さらに２０１３年から２０１７年の５年間の無効率を比較すると５.８０％から９.８４％と悪化を

しており、漏水が進んでいることが想像、心配されるとこでございます。 

 水道管の法定耐用年数は４０年と言われておりますが、町内に布設されている水道管も既に設置か

ら相当年経過しているものと思われます。老朽管の更新等、安全な水を安定的に供給するため、町と

してどのようにお考えかお伺いをいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。 

 最初に申し上げておきますが、水道事業は、一部事務組合のものになっておりますので、私だけが

ここで答弁するというのが、構成団体の田布施町としての立場で答えさせていただきます。老朽管対

策等いろいろございますけども、実施事業が水道企業団で行うべきものでございますので、あらかじ

めお含みおきください。 

 お答えいたします。 

 水道は重要な社会インフラでありますが、人口減少等に伴い、全国で見ますと、有収水量が平成

１２年にピークから減少に転じたことから、水道事業の収益は減少し経営状況は厳しくなっておりま

す。 

 このような経営状況の悪化により、施設の更新など必要な投資が行えず、老朽化が進行しているの
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が全国的な状況でございます。 

 また、法定耐用年数である４０年を経過した割合が、全国平均では平成２９年度末でございますが、

１６.３％に達し、山口県においては１９.７％となっております。 

 田布施・平生水道企業団におきましては、総延長約２６１キロメートルのうち約５０キロメートル

ございますので、１９％を超えているというふうに思います。また、本管の漏水も、御指摘のように

年間３０件前後で推移しているところでございます。 

 水道施設の多くは昭和４０年代に建設されたものであり、これらが今後大量に更新時期を迎えるこ

とになります。田布施・平生水道企業団においても、順次、計画的に更新を行っていくところでござ

いますが、やはり膨大な経費と長い年月を要する事業になりますので、今後も事業団として計画的に

取り組んでいくということにいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。 

 午前中の質問、御返答の中にもありまして、恐らく同じ御返答であるんだろうと思うんでございま

すけども、やはり、設備更新のために莫大な費用がかかってまいります。その点で、これからはとて

も、市や町といういわゆる事業団単体でこれらの問題を解決できないような課題になってきていると

いうことを、今、言われているわけでございます。 

 そういうことで、石田議員さんからもお話がございましたですけども、県全体での水道事業の一本

化を目指して事業統合の中で、今後、いろいろ検討、善処していただければと思いますので、よろし

くお願いいたしまして町長のまた意気込みをちょっとお聞かせいただいて、次の質問に移らせていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  午前中の質問にもお答えいたしましたが、やはり全国的に経営統合して経営

効率を図って、老朽化対策なりですね、基本の更新ということを行う必要があるというのは国も示し

ておりますので、田布施の水道企業団だけじゃなくて、柳井広域、山口県全体で一生懸命取り組んで

もらいたいと思っています。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

 それでは、３番目の質問に移らせていただきます。 

 子育て支援についてということで質問させていただきます。 

 少子化に伴う人口減少対策について、国・県初め市町村が一体となっていろいろな取り組みを行っ

ております。この中で厚生労働省は、来年２０２０年度から双子や三つ子といった多胎児を育てる家

庭を支援するために、育児サポーター派遣事業を始め、国がその費用の半額を補助するとしています。 

 双子や三つ子の場合、特に新生児期は授乳が一日数十回に及ぶことがあり、また外出が難しいなど、

多くの問題を抱えて孤立しがちな母親の負担軽減を図ることを目的として、多胎児家庭に特化して国

が支援するとしております。 

 田布施町では、昨年１０月から、子育て世代包括支援センター、２５２５（にこにこ）たぶせを開

設していただいて等、今まで、子ども子育て計画の中でいろいろな事業を実施しておられるわけでご

ざいます。 

 このような中で、今回、この国の方針に対する町としての対応や子育てに対する新たな施策がござ

いましたらお伺いいたします。 

 ２番目に、乳幼児期の医療費負担軽減についてということでお伺いいたしますが、乳幼児期につい

ては、体調が悪いときは──子供が病気になりがちでございますので──医療機関にお世話になるこ

とが多くなり、特に医療費のかかる乳幼児期について、医療費の完全無償化ができないだろうかとい
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う声もよく聞かれるとこでございます。このたびの予算で「乳幼児医療費助成制度における所得制限

の撤廃について」とございますが、概要についてお伺いをいたします。 

 ３番目に、ことしから新規導入されるとあります、「子育て支援アプリ」というのがございますが、

どのようなものかお尋ねいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。 

 現在、田布施町では、第２期田布施町子ども・子育て支援事業計画の策定を進めているさなかでご

ざいます。 

 そうしたことにつきまして１点目でございますが、国の方針に対する町としての対応や子育てに対

する新たな施策についてでございます。 

 町では令和元年１０月に、子育て世代包括支援センター２５２５（にこにこ）たぶせを開設し、妊

娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援を行えるよう体制の整備に取り組んでおります。 

 本町では小学校入学までの双子は６件ございます。６組ですね。三つ子以上はございませんが、こ

うした双子に対して同センターで状況を把握し、具体的なアドバイス等を行っている状況でございま

す。 

 また、令和２年度から実施します新たな事業としましては、妊娠中または産後概ね６カ月までの妊

産婦で、心身の不調等により家事や育児に支障があるが日中の支援者がいない方を対象に、産前・産

後サポーターが御自宅を訪問し、相談を受けたり家事や育児の一部を支援する、産前・産後サポート

事業を予定しております。 

 御質問にございますように、多胎児の場合は育児の負担がふえますので、実情に応じまして派遣回

数等の上限の緩和や期間の延長等は、双子等の状況に応じて母親の負担の軽減に努めていきたいと考

えております。 

 次に、２点目の乳幼児医療費助成につきましては、県の補助制度の対象は、保護者の町民税所得割

合計額が１３万６,７００円以下、想定としましては、夫婦に子ども２人世帯で給与収入が約

６５０万円以下の場合に助成をするということになっておりますが、しかし、小学校未就学児童につ

いては、自分の体調についての意思を思うように保護者に伝えられない場合も多く、親も手当てや判

断が遅れないようにとの思いから、どうしても医療機関を受診する回数が多くなり、医療費が多くな

る傾向にあります。 

 現行の乳幼児医療費助成制度では、約７割程度の世帯で医療費助成の対象となっておりますが、残

り３割でございますが、所得が一定基準よりも多く対象とならない世帯からは拡充を要望する声が強

くございました。 

 このため、令和２年度から未就学児童につきましては、所得制限を全廃し、医療費を助成すること

といたしました。ですから全員にです。全員に助成するということにさせていただきました。 

 また、県制度に準じて手続を行いますため、７月末での更新となりますので、８月１日からの制度

適用となります。 

 このため、事務手続としては、今回新たに対象となる方に対して４月から５月にかけて申請書を配

付して受付を開始し、その後、医療機関への周知を経て、８月１日から全ての未就学児童に対して医

療費助成を行うことになります。 

 今回の所得制限撤廃による医療給付費の影響でございますが、約５１１万円程度と見込んでおりま

す。 

 第３点目は、新規導入いたします「子育て支援アプリ」についてでございます。 

 現在、本町では電子メール等で情報発信を行っておりますが、若い世代では電子メールを使ってい

ないという方が多くなっています。 
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 このため、スマートフォン向けのアプリを導入し、妊娠・出産・子育て期の方々の支援に役立てる

ものでございます。 

 アプリをダウンロートして利用者が登録することにより、町からの妊娠・子育て期における情報を

得たり、子どもの成長記録や予防接種のスケジュール管理など母子健康手帳の補完ができるようにな

ります。 

 また、妊婦健診や乳幼児健診、予防接種等のスケジュール管理ができますので、こうした日が近づ

いてまいりますと、個別にこちらのほうから自動的に通知で御案内を発信できますので、受け忘れが

ないというようなメリットもございます。 

 この他、子育てに関する情報やイベント等の情報を発信することもできますので、予防接種等の要

件の改正やイベント情報の変更等にも適時対応することができるようになります。 

 この利用者は、無料でアプリをダウンロードして使用することができますが、利用の際、通信費用

につきましては、利用者のご負担となってまいります。 

 しかし、アプリは無料ですので、夫婦や認めた家族の方がアプリをダウンロードして使用すること

ができ、子供の成長記録や予防接種の状況、イベント等の写真などを共有することも可能でございま

す。 

 この共有機能により、父親の子育てへの参加を促すことができますし、遠くで暮らす祖父母等も孫

の成長を見守ることができますので、ぜひ、多くの方に御活用いただきたいと思います。そして、負

担を分かち合い、少しでも負担を軽減できますことを望んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。非常にありがたい、今度、制度にしてい

ただきまして、非常にこれから子育てしていく世代にとっては非常に心強いものだと思わせていただ

いたとこでございます。本当にありがとうございます。 

 それで、先ほど産前・産後のサポート事業を新しく始められるとありましたですけども、派遣回数

等の制限ということでちょっとおっしゃったと思うんですけども、これは何回までというあれがある

んでございますでしょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  吉村健康保険課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  基本的には１人２０回を上限と考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ２０回というのは、月に２０回なんですか、ずっと２０回というの

は、何、基準は。 

○議長（瀨石 公夫議員）  吉村健康保険課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  産後６カ月で２０回を考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  それで、利用料金はかかるんですか、お幾らでございましょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  吉村健康保険課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  １回当たり５００円を考えておりますが、低所得者の方は無料にす

るように考えております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。本当に子育てのときに本当に大変な時期

にそういうふうに手伝っていただける、サポートしていただけるということはお母さま方も大変心強

いことだと思わせていただきまして、こういうところもしっかり、また、広げていただいてお助けい

ただけるかと思います。 

 それと、この派遣サポート員というか、それはどういう方がサポート員として準備され、行かれる
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んでございましょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  吉村健康保険課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  今、考えておりますのは、母子推進員とか、それからヘルパーさん

とかもちょっと考えておりますが、実際に導入するときにいろいろ打ち合わせをして決めていきたい

と思います。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。 

 ちょっと時間があれでございますので、積極的にお母さん方、また、いわゆるいろいろと行政にお

いても子育て世代が非常に安心して子供が産める。また、安心して子育てしやすい、また、子育てが

楽しいというそういうような環境づくりにこれからますます取り組んでいただけたらと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 ということで、最後の質問に移らせていただきます。 

 ＩＣＴ教育に関してお尋ねいたします。答弁書は町長、教育長でお願いいたします。 

 国は全国の小・中学校で高速・大容量通信を整備した上で、児童生徒に１人１台の学習用パソコン

かタブレット型端末を無償で提供するとしております。 

 小学校５年生から中学校３年生までは、２０２２年までに。小学校１年から４年は２０２４年まで

の実現を目指して、総事業費は４,０００億円から５,０００億円を見込むとございます。 

 現場教育でＩＣＴを底上げできれば、インターネットを使った遠隔教育や教育データの活用が進む

こととなり、過疎地でも都市部並みの授業が受けられるようになり、教育環境の地域格差を解消、子

供たちの個性や能力に応じた指導もしやすくなるということが期待されているわけでございます。 

 そこでお尋ねをいたします。 

 田布施町におけるＩＣＴに関する現在の整備状況及び今後の整備予定。 

 ２番目に、今後の小・中学校においては、ＩＣＴを活用してどのような授業を進めようと計画して

おられるのかと。 

 最後に、保護者の不安解消──これは、特にやっぱり我々の時代は実際に紙と鉛筆で１対１で教育

をして、子供と直接つながっていたんですけども、年寄りになるとタブレットなんか使ったこともな

い。どうしたらいいかというような、そういう方もおられると思うんですけども、そういうような不

安とか、それからセキュリティーとか、そういう問題です。そういう不安に対することについてお伺

いを──の解決に対して対応策をお伺いしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  お答えをいたします。 

 ＩＣＴ教育につきましては、詳細について後ほど教育長より答弁をしてもらいます。 

 町といたしましては、文部科学省で、学校ＩＣＴ化に向けた５箇年の環境水準整備方針が示されて

おり、国が目標としている水準まで、その必要な経費について、複数年かかりますが、補助金等を活

用しながら町としてＩＣＴ教育を推進していきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  失礼します。 

 引き続き、お答えをさせていただきます。 

 まず、現在のＩＣＴ環境の整備状況につきまして、平成２１年度の学校ＩＣＴ環境整備事業を活用

いたしまして、デスクトップのパソコン１７４台を各学校のパソコン教室に配置しております。 

 またあわせて、教室での授業に活用するため、プロジェクター１４台、電子黒板１４台及び大型Ｔ

Ｖ５台や各種アプリケーションもあわせて整備することで、ＩＣＴを活用した授業が可能になるよう
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な環境を現在まで整えてきております。 

 御質問の件につきましては、昨年の１２月１３日に、国の令和元年度補正予算案が閣議決定された

ことを受けて、文部科学省が、「高速大容量ネットワーク環境と、１人１台端末環境は令和の学校の

スタンダードであり、ハード・ソフトの両面から教育改革に取り組む」という名のもとに、これを実

現するため示されたのが、現在、ちまたでなっております「ＧＩＧＡスクール構想」というものです。 

 これをもとに、本町でもＩＣＴ環境を計画的に整備していくために、「田布施町ＧＩＧＡスクール

構想実現ロードマップ」を作成し、令和５年度までに、高速通信ネットワーク環境と、１人１台の端

末を整備することとしております。 

 まず、令和２年度には、全ての小中学校の高速ネットワーク環境の整備を完了し、端末の整備につ

きましても、順次整備していくこととなります。 

 令和２年度に２６７台、令和３年度に１８６台、令和４年度に６１８台、令和５年度には１３５台

を整備することで、合計１,２０６台のタブレット端末を整備する予定です。 

 次にＩＣＴを活用した授業を行う上で重要となるものとして、３点が挙げられます。 

 １つは、大型モニターです。２つ目が、１人１台のタブレット端末です。最後に、３つ目としてク

ラウドの活用です。クラウドコンピューティングといいますが。まず、１つ目の大型モニターですが、

これを活用することで、これまでは教科書の小さな写真や絵でしか見られなかったものが、動画や写

真を大画面で見ることができ、縮小表示して全体を俯瞰したり──上から見るというか全体を見ると

いうこと──拡大をすることで一部に注目したりすることが可能となっています。 

 また、２つ目に、１人１台のタブレット端末です。 

 大型モニターや教員のタブレット端末とネットワークすることで、教員が子供たちの端末に問題を

一斉送信し、子供たちはそれを解くといった授業形態が可能となります。 

 このとき、教員は自分の端末で、児童生徒一人一人の解く過程を見ることができ、それぞれの子供

の理解度を把握することができるなど、一人一人の子供に合った指導がまさに可能になってくると考

えられます。 

 ほかにも、何かのテーマについてグループ発表を行う場面でも、これまでの紙を使った方法では、

一部の積極的な子供たちが課題を進めてしまいがちですが、それぞれが端末を持ち、まずは個人で調

べ、自分としての結論を導き出した後に、その結果をグループ内で比較したり共有したりすることで、

それぞれのよい部分だけを持ち寄り、それぞれが導き出した結論をより高め合い、グループの結果と

してまとめていくことなどが可能となります。いわゆるアクティブ・ラーニングと言われておるもの

です。 

 最後に、クラウドの活用ですが、それぞれの子供たちの学習の履歴や内容、その他の活動をデータ

としてサーバに保管し、これまでどういった学習を行い、どこが得意で、どこが苦手なのか、これま

でどういった活動に取り組んできたのかなどの情報を教員が一元的に把握できるようになります。 

 このことにより、学年間の連携や、田布施町で現在進めております、小中連携の取り組みなどがス

ムーズに行えるようになります。 

 また、みずからの学習状況や活動から自分の成長を自己評価する、いわゆるキャリアパスポートと

いうものが、今、進められておりますが、そういった取り組みを進めていく上でも大きな役割を果た

すことができると考えております。 

 近い将来的な展望ですが、子供たちは、家に帰ってから、家庭の自分の端末に自分のＩＤが配られ

ますので、そのＩＤでログインして学校の課題の続きを友達と協力しながらやったり、宿題もデジタ

ルで提出したり、先生へはメールで返信するといったことも実現する学習環境だと考えております。 

 また御質問にあります、遠隔授業につきましても、今回の新型コロナウイルスへの対応で必要性が

再認識されておりますし、私学等で一部進められておりますが、こういったことも進められるんじゃ

ないかと思います。 
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 最後に、保護者への説明会という御質問ですが、現在のところ予定はしておりませんが、また、そ

ういった何かあれば考えていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  穴井議員。 

○議員（９番 穴井 謙次議員）  ありがとうございました。 

 時間が参りましたので、終わりたいと思いますが、一応、ネットワーク化がどんどん進んで、情報

通信網が、これを懸念しておったわけでございますが、そのあたりがどんどん進められるということ

をより感謝させていただきながら、ますますの御努力と御指導をお願いしたいと思っております。 

 それでは、終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（瀨石 公夫議員）  以上で、穴井謙次議員の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。そして、換気を行い、再開を２時２０分といたします。よろしくお願いいたしま

す。 

午後２時１０分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時１８分再開 

○議長（瀨石 公夫議員）  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、國本悦郎議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  質疑の時間を１時間に予定していましたので、２０分の短縮の

４０分に戸惑っております。今回たくさん用意しておりますので、どうにか４０分で入れ込みたいと

思います。 

 今回の質問方式は、最初は一括質問一括答弁で全て答弁をいただき、２回目より一問一答でお願い

します。答弁者は、東町長と尾﨑教育長です。 

 では、質問事項の１を質問します。質問内容は二元代表制の尊重をです。答弁は東町長にお願いし

ます。 

 地方の政治制度において行政機関の首長は、住民の直接選挙で選ばれます。同様に、議会議員も住

民の直接選挙で選ばれます。これは、大統領制とか二元代表制と言われています。 

 その制度の大きな特徴は、行政機関・首長、立法機関・議会がお互いに対等・並列に立ち、チェッ

ク・アンド・バランスの民主的な関係を構築していくことです。 

 そして、議会・議員の大きな役割は、何といっても行政をきちんとチェックし、条例や政策を提言

することが重要な仕事となります。議会と行政は、よい意味での対立関係に立つ「機関対立型システ

ム」です。 

 ところが、双方が常に車の両輪のような関係になってしまうと、健全な緊張関係はなくなり、特に

議会に関して言えば、行政に対するチェック機能が著しく低下してしまいます。 

 その結果、議会は行政の単なる追認機関になってしまうおそれがあります。行政と議会は同じ方向

を向いた車の両輪である必要はありません。もし同じ方向を向くとすれば、それは町民に対してです。

議会とは一人の長に対して議員一人一人と直接対峙するのではなく、構成員の集合体として首長と対

峙しているように言われています。 

 さらに、議員は住民を代表して選ばれるということにより、その支持基盤は多様です。議論を通し、

議会の中で討論を繰り返すことにより、最善の策を選ぶことが求められます。 

 田布施町では、町長選挙は無投票であったために、投票という有権者の審判を受けないまま東町長

は就任しています。そうであるならばなおのこと、有権者の投票により支持を得た議員による行政チ

ェックがなければ、町民の意思を町政に的確に反映させることはできないと思います。 

 これまで一般質問や委員会時の議員の質問に対し、執行部は真摯に向き合ってきたか、疑問に思え

ることが幾つかあったように感じています。そこで、幾つかの点について質問します。 
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 １つ、二元代表制に鑑み、議会は行政とは対等かつ独立性を有する機関と考えていますか。 

 ２つ、６月議会の答弁で税務課長は、その資料はどこで手に入れたのかと反問されましたが、執行

部には議員の質問に対して反問権はありますか。 

 ３つ、議員の質問に対して、１２月議会で税務課長は、発言を控えるやお答えできませんとの答弁

回避がありましたが、それは議会軽視とはなりませんか。 

 ４つ、二元代表制にのっとれば、行政に非がある場合、議会がそのチェックをする責務があります。

過去二十数年間、間口や奥行きの計測はしなく、検討した資料もないのに検討中として固定資産税の

過大徴収を続けてきた怠慢、一昨年の５月時点で判明している未登記の共有地を個人につけて免税に

なるはずの固定資産税を過大徴収した過大ミスの隠蔽、人事評価では人事評価マニュアルに従わず、

面談を一切せずにＢシートのどの項目もゼロ評価とし、町長までが確認印を押して被評価者にその写

しを渡して、評価は成立しているにもかかわらず、Ｃシートを出していないから評価は確定しないと

の詭弁、行政に非があった場合には議会がチェックするのは当然です。 

 しかし、こういったように行政が道を踏み外したときに、町民の立場からそれを軌道修正するよう

働きかけなければならないときに、議会と行政は車の両輪でワンチームにならないといけないという

車の両輪論に立てば、議会は行政のチェックを放棄し、議会は行政の単なる追認機関になってしまう

おそれがあります。この車の両輪論に同調しますか、町長の見解をお聞きします。 

 また、二元代表制について、他の自治体のようにホームページにアップしませんか。 

 次に、質問事項の２に移ります。 

 質問内容は、町道等の草刈り業務は基本的にどこが負うのかです。答弁は東町長にお願いします。 

 田布施町内の周辺地区では、少子高齢化が進行し、地区内にある自治会だけでは町道にはみ出てい

る草刈りや灌木の伐採、公園の草刈り、川の浚渫や草刈り等手に負えなくなってきています。 

 連合自治会と町との懇談会では、そういった手に負えない作業をどうにかしてほしいと、幾つかの

自治会から町へ毎年のように要望事項として出されています。 

 農道から合同斎苑を通ってテクノセブン前に至る町道神過線の農道から合同斎苑を通って峠の頂上

までは、以前は年２回程度奈良自治会が草刈りをしていたようですが、近年、高齢化によりそれがで

きなくなっています。 

 この町道には残土を運ぶダンプが頻繁に行き来しており、灌木や草が町道にはみ出ていたら、その

道を利用する住民、奈良自治会の住民というより、主に上組自治会や私の住む中郷自治会の住民は、

いつ事故が起こるかもしれないという思いで、いつも冷や冷やしながら通行しているのが実情です。 

 そこで、町道の灌木の伐採や草刈り業務に関して、幾つかの点について質問します。 

 １つ、道にはみ出た灌木の伐採や草刈り業務は、地区内にある自治会か、町道を管理する町か、町

道脇にある土地の持ち主か、基本的にどこが負うべきですか。 

 ２、今年度町が町道神過線の道にはみ出た灌木の伐採や草刈りをいつ行い、そのとき、シルバー人

材センターに支払った経費は幾らだったのですか。 

 ３つは、町道神過線沿いにある私有地、例えば合同斎苑や山﨑金属商会、山陽建材株式会社、周南

興産ののり面の灌木の伐採や草刈り業務はどこが行ったのですか。 

 ４つ目、奈良自治会が町道神過線の草刈り業務から手を引いている今、来年度からどこが責任を持

ってこういう業務を継続していくのですか。 

 次に、質問の３に移ります。 

 質問内容は、田布施町歌を声高らかに歌おうです。答弁は東町長と尾﨑教育長にお願いします。 

 私が田布施町に移住してきた当初、正午になったら初めて聞くようなメロディーのミュージックサ

イレンが流れ、何の曲だろうかと思っていました。その後、生きがい教室に入って開講式があり、そ

のときに歌唱指導を受けて初めて、それが町歌だとわかりました。 

 歌詞を見ると、１番は石城山、２番は田布施川、そして３番は夕月の鞠生の海と田布施町を代表す
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る山、川、海が織り込んであり、すばらしい歌詞だなと感じていました。 

 学校の入学式や卒業式などの儀式では、最後は校歌で締めくくります。生きがい教室でも開講式や

閉校式の儀式では最後は町歌で締めくくります。どちらも途中で伴奏を切ることはしません。みんな

校歌や町歌に誇りを持って最後の歌詞まで声高らかに歌います。 

 ところが、成人式で歌う町歌の場合は２番で伴奏は打ち切られます。一昨年、写真を撮ろうと式に

参列したとき、あれ、どうして３番まで歌わないのだろうかと違和感を覚えました。昨年も成人式に

参列しましたら、前年度と同様に２番までで伴奏は打ち切られました。式後、教育長と社会教育課長

に町歌は最後まで歌わすべきではないかと進言しましたら、ことしの成人式では３番まで歌わすよう

にするとの言質をとりました。 

 ところが、ことしの成人式でも前例踏襲なのか、町歌は２番で伴奏は打ち切られ、約束はほごにさ

れました。そこで、幾つかの点について質問します。 

 １つ、成人式で町歌の伴奏が２番で打ち切られるようになった理由と、いつからそうなったか経緯

をお聞かせください。 

 ２つ目、成人式前後には必ず実行委員会を開催しますが、町歌を最後まで歌わないことに異論は出

ませんでしたか。また、ＰＤＣＡサイクル、そのうちのＣ──チェック、これは機能していますか。 

 ３つ目、来年度の成人式では町歌斉唱はどうなりますか。 

 ４つ目、義務教育期間中に子供たちは町歌を学び歌う場はありますか。 

 ５つ目、町のホームページに町歌の楽譜の音符に歌詞を載せるだけではなく、きちんとした原詩で

ある歌詞も公開しませんか。２つありますけど、次に質問事項の４を質問します。 

 質問内容は、宅地の形状調査の公表をです。答弁は東町長にお願いします。 

 これまで２０年以上も検討中で手をつけなかった町内の宅地の形状を、今年度業務委託で調査して

もらっているはずです。９月議会で不採択になりました過大徴収の返還を求める請願の紹介議員とし

ては、固定資産税を過大徴収された可能性のある間口や奥行き等の条件が悪い宅地が町内にどれだけ

あるか、把握しておく必要があります。 

 そこで、次の条件に当てはまる宅地がどれだけあるか、お答えいただきたい。 

 １つ、間口距離が８メートル未満の宅地。 

 ２つ、奥行き距離が間口距離の４倍以上である宅地。 

 ３つ目、奥行きが３６メートルを超える宅地。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、一括してお答えをさせていただきます。 

 まず、最初の二元代表制の尊重をということで、４つの質問についてお答えいたします。 

 まず、１点目の二元代表制に鑑み、議会は行政と対等かつ独立性を有する機関と考えていますかと

の質問ですが、御質問のように議会と行政は対等であり、独立性を有していると考えております。 

 ２点目でございますが、執行部は議員の質問に関して反問権はありますかとの御質問ですが、全国

的には、条例や規則により、いわゆる反問権というものを認める自治体がございますが、本町の場合、

条例や規則に反問権に関する記述は特にないため、反問権というものはないものと解しております。 

 ３点目は、議員の質問に対しての答弁回避は議会の軽視にはなりませんかとの御質問ですが、個別

の事案について守秘義務もありますので、内容によっては答弁ができないものもありますので、御理

解をいただきたいと思います。決して議会軽視という考えで行っているものではございません。 

 ４点目でございますが、議会と行政は車の両輪でワンチームにならなければならないという車の両

輪論に対する見解についてですが、議会は議決機関、行政は執行機関と言われます。議員の御質問に

もあったように、議会は行政をチェックするための機関でございます。 

 そのため、互いに牽制し合っていくことは当然でありますが、議会も行政も互いに町の発展のため、
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また、町民の福祉等の向上のために意見を出し合い協調していく必要があると、私は考えております。 

 これまでも、議会からの御意見、御提言により、新しい事業や工事等が進んだものもたくさんござ

いますし、今年度の予算査定の中でも、議員の方々から御提言されたことをたくさん職員から提案さ

れたという経緯もございますので、感謝申し上げるものでございます。 

 そうした意味で、一つになって、やみくもに対決するだけでなく、町政発展のために互いに立場を

わきまえつつ協力していくことは必要不可欠であると、私は考えております。 

 最後に、二元代表制についてホームページにアップしてはとの御質問ですが、二元代表制という言

葉は使われておりませんが、田布施町議会のホームページの中に、町議会のあらましで「議会の役

割」として、町議会としてと町長を町民の代表として選ぶことやその役割についても記載されており

ますので、現時点で特にこれ以上の記載は考えておりません。 

 ２点目になりますが、次に、町道の草刈り業務は基本的にどこが負うのかということでございます。 

 まず、４つの御質問でございますが、１点目の道にはみ出した灌木の伐採や草刈りはどこが負うべ

きですかとのお尋ねですが、基本的に官地であれば、町有地であれば町道管理者である町が、また、

民地であれば当然個人の所有者と相なりますが、ただし、民地の場合でも緊急時に町が伐採する場合

はございます。また、町が田布施町等の土地全ての伐採や草刈りを行うには、費用の面においても大

変困難でございます。 

 したがって、従来より、町道の多くは、美しい生活環境を地域で守ってもらうという観点からも、

地元への管理をお願いしてきている経緯がございます。 

 続きまして、２点目の町道神過線の道にはみ出た灌木の伐採や草刈りをいつ行い、そのとき、シル

バー人材センターに支払った経費は幾らかとの御質問でございますが、伐採箇所は、周辺に民家も少

なく、町が地元に管理委託を行わない、従来から直接管理する場所でございます。 

 伐採時期については、１０月と１２月で、それぞれ７万７,０００円、３万６,０００円程度を支払

っております。 

 続きまして、３点目の町道神過線沿いにある私有地等の草刈り業務はどこが行ったか、御質問でご

ざいますが、現在、官民境が明確でないため詳細は不明でございますが、地元の企業等が実施された

と聞いておりますが、一部はシルバー人材センターが刈ったついでに危ないということで伐採を行っ

たこともあるとも聞いております。 

 続きまして、４点目の奈良自治会が町道神過線の草刈り業務から手を引いている今、来年度からど

こが責任を持って業務を継続していくかですが、令和元年度において、奈良自治会へ町道管理をお願

いしている場所は、全て奈良自治会で伐採等の管理を町道神過線を含め、行っていただいております。 

 続いて、３点目の田布施町歌についてのお尋ねでございますが、１点目から４点目までは、後ほど

教育長から答弁をさせていただきます。 

 私からは、５点目の町のホームページに、町歌の歌詞を公開しませんかについてお答えいたします。 

 「町のプロフィール」については、町歌の楽譜に歌詞を載せているコンテンツと、もう一つ、歌詞

だけを載せているコンテンツを２０１９年７月１日にアップしております。現在、田布施町歌のコン

テンツが２つあり、わかりづらくなっているため、１つに整理してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（瀨石 公夫議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  それでは、私のほうから、１点目の成人式での町歌の伴奏が２番で打ち切

られるようになった理由はなぜかについてお答えします。 

 御指摘のように、田布施町歌は、田布施町を代表する山、川、海を織り込んだすばらしい歌詞であ

ります。成人式以外での町の主な事業、公民館の生きがい教室、たぶせ少年少女合唱団の演奏会、青

少年健全育成町民会議の総会、人権教育推進大会等では、全て３番までの歌詞を斉唱しております。 

 御指摘の成人式において町歌の歌詞を２番までにした経緯につきましては、平成２５年の１月の成
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人式までは講師が町歌をピアノ演奏しておりましたので３番まで歌っておりましたが、それ以降、成

人式実行委員会で決めた新成人にピアノ演奏をお願いしたこともあり、和服を着た演奏者の負担を減

らすために２番までとしたというふうに聞いております。 

 ２点目の成人式実行委員会の開催の際に、町歌を最後まで歌わないことに異論が出たのかとの御指

摘ですが、異論が出たという報告は受けておりません。 

 また、成人式の取り組みに対して、ＰＤＣＡサイクルが機能しているかという点につきましては、

各主催事業が終わった後は、内部で評価を行い、改善や変更等の必要があれば修正を行い、改めて計

画を見直しなどして事業に進めるように努力しております。その中には、外部から御指摘をいただく

ようなこともあり、改善に役立たさせていただいております。 

 ３点目の来年度の成人式での町歌斉唱のあり方につきましては、本来、３番まで町歌を斉唱すべき

であることから、実行委員会に主体性を持たせてはおりましたが、こういったこともあり、昨年度も

指示といいますか、お願いはしましたんですけど、本番忘れていたんでしょう、今後は３番まで歌う

よう改善を求めていきたいというふうに考えております。 

 ４点目は、小・中学校が町歌を学び歌う場所があるのかという御質問ですが、この点につきまして

は、お配りしております田布施町教育振興基本計画、あるいは毎年のように教職員に配布しておりま

す「田布施町の教育」の中に、各校とも町歌を歌う機会の設定や町歌の歌詞にかかわる講話や歌の指

導を行うよう明記しておりまして、音楽の時間や学級活動等を利用して歌詞を見ないでも歌えるよう

指導をしており、１０月の町内小・中学校音楽祭についても会の初めに全員で歌詞を合唱している、

大変大事に、しかもほとんどが暗記して卒業をするように指導しております。 

 以上でございます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  続いて最後になりますが、４点目の宅地形状調査の公表についてでございま

すが、間口や奥行き等の条件が悪い宅地が町内にどれだけあるかとの御質問でございますが、現在、

固定資産評価見直し業務の中で、形状の補正を行えるよう令和元年度の作業として、航空写真と地籍

図などＧＩＳシステムを用いて、また現地調査等も行い、画地の認定作業を行っている途中でござい

ます。 

 令和２年度に入りますと、各筆の現況地目、所有者、土地の利用状況等から現況の画地認定調査を

決定した上で、その画地について、不整形地や間口、奥行きなどの画地条件計測を行いますので、質

問の条件に当てはまる宅地が今どれだけあるかという質問には、大変失礼でございますが、現時点で

はお答えできません。 

 以上、お答えします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  私の質問に対して、堀川課長は、まあ、答弁しなかったんですが、

内容によっては答弁できないと、これは議会を軽視していないというように言われたんですが、改め

て堀川課長にお尋ねしますが、面談なしに全ての項目にゼロ評価をし、Ｄ判定にした理由をお聞かせ

ください。 

○議長（瀨石 公夫議員）  堀川税務課長。 

○税務課長（堀川  誠君）  それでは、質問にお答えしますが、國本議員の質問は人事評価に関する

質問であったため、個別の案件のプロセスに関してはお答えできないといった趣旨でございます。議

会軽視をしたつもりはございません。 

 以上です。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  議会の前にしこんではないと、みんなを納得できるような理由を持

っているんだっていうように言われたから、議会で質問したわけですよ。それが、個人のあれという
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のはどうなんですか。こちらは議会軽視ではないかと思っているんですが、もう１回お願いいたしま

す。 

○議長（瀨石 公夫議員）  堀川税務課長。 

○税務課長（堀川  誠君）  個人のプライバシーに関することですので、議会で公表するということ

は差し控えるといった答弁をした思いです。 

 以上です。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  ちょっと時間が余りありませんので、次の再質問に移ります。 

 一応たたき台として二元代表制について、三重県議会、大山町議会、田村市議会、岡山市議会等の

例を渡しています。もう１回御検討してはいかがでしょうか。あ、ちょっと、二元代表制についてで

す。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  ちょっと質問すると反問権になると思います。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  いえ、二元代表制、ちょっとすみません。 

○町長（東  浩二君）  済みません、もう１回お願いします。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  二元代表制をホームページにアップすることについてです。一応議

会のホームページにはあると言われたんですが、もっと詳しくほかの自治体、三重県議会、大山町議

会、田村市議会、岡山市議会等の例をお渡ししていると思うんですよ。そういったんで検討してもら

えないかということです。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  済みません。町議会のホームページでございますので、当然、議長さんと相

談して検討したいと思います。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  次に移ります。 

 昨年６月議会で、未登記の共有地を個人につけて免税になるはずの固定資産税を過大徴収した課税

ミスを指摘しましたが、その場では放置しました。その後、全員協議会でそのミスを認めて、今返還

金の調査をしているはずです。 

 それをしなければ、私が質問しなければ闇に葬られていたんではないかと思っています。行政は納

税者に真摯に向き合い、うそ偽りのないよう執行機関としての職務を果たしてほしいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  おっしゃるとおりでございますが、町も認識をしましてどういうふうに対応

するかというのをいろいろ検討してきたわけでございます。大変申しわけない、時間がかかったとい

う点でおわびは申し上げたいと思いますが、本町のような例が、本町の状況が新聞に載りましてから、

全国各地で土木のほうですか、見つかっていまして、やはり同じような状況で誤りがあったんかなと

いうこともございますが、そういった点もございますが、誤っているものはやっぱりもう少し早く対

応すればよかったかなという気はございますが、少し時間がかかったという点については反省をいた

しております。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  ちょっと４０分に限定されておりますので、次の質問に移ります。 

 町道神過線のことについてです。 

 ネットで見ますと、以前は山陽建材株式会社が地域貢献の一環として自社ののり面だけでなく、灌

木の伐採や草取りや溝掃除をしておりました。平成２１年、平成２２年のことです。町としてもボラ

ンティアの認定をしております。証明書を出しておる、長信町長が２１年６月１０日に出しておりま
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す。そういったようになっております。 

 それで、合同斎苑ののり面は熊南事務組合が年に何度となく草刈りをしてきれいに整備しています。

山﨑金属商会ののり面もしかり、神過線の沿線にある私有地は、そこの持ち主が年に数回草刈り業務

を行っている実態があります。 

 そうしますと、神過線の峠の頂上から合同斎苑に至る山は、町有地になっているはずです。他に委

ねるのではなく、町有地になっているわけですから、町が責任持って灌木の伐採や草刈りや溝掃除を

すべきではありませんか。 

○議長（瀨石 公夫議員）  田中建設課長。 

○建設課長（田中 和彦君）  農道から合同斎苑までは地元にお願いしております。それからおおむね

斎苑から今度ずっと上のほうに行きましたら、山陽建材さん等があります。それから県道に出ます。

その間につきましては、一応町の直轄ということで、町が直接管理しておる区域になります。 

 ですから、ただ草刈りの回数が少ない等々の意見もございます。しかしながら、私も今回確認に行

きました。今葉っぱとか茂っていないんで、それなりの状態では管理されておりますが、なかなか管

理も難しい状況ではございますが、一応町の管理でございます。 

 以上です。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  あそこの道が建設残土を置くためにダンプがしょっちゅう行き交い

しているんですよ。ちょっと広くなっているところもあるんですが、カーブとか狭いところであれば、

上り下りになっとるですいね。そうすると、非常に危険なわけですよ。 

 去年、ヒ素が検出されて、ちょうど道を覆っておるときにダンプが通らなかったからどうにかなっ

ていたんですが、本当そういった実態を踏まえて、町としてこれは責任持ってやってもらいたいと思

うんですが、いかがでしょう。 

○議長（瀨石 公夫議員）  田中建設課長。 

○建設課長（田中 和彦君）  可能な限り管理いたしますので、御理解していただければと思います。 

 以上です。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  それから、町歌のほうの再質問なんですが、３番の歌詞の夕月の鞠

生の海の「鞠生」は、作詞者の原詩では「手鞠」の「鞠」の字に「生まれる」の「生」と書きます。

そして「鞠生」です。今現在使っている麻里府地区の麻里府という歌詞ではありません。ほとんどの

町民はそういったことを知らないんじゃないかと思います。 

 先ほど楽譜と歌詞は別々のところにあるということだったんですが、これを統一してその辺もきち

んと町にわかるようにしてもらいたい。 

 それと１番の歌詞の「石城山」にしても、平仮名では「いわきさん」だったら、町内の者はわかり

ます。町外の者では「岩石」の「岩（がん）」の「岩（いわ）」の字と思っている人があるんじゃな

いかと思う。 

 ですから、そういった意味でも一つのページの中に楽譜と歌詞を入れてもらいたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  何か答弁が要る。東町長。 

○町長（東  浩二君）  最初の答弁でも申し上げましたが、少し構成をしてみたいと思いましたので、

考えさせていただきます。 

○議長（瀨石 公夫議員）  國本議員。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  最後の４番目の件なんですが、今現在で一つの数値はわかりません

か。 

○議長（瀨石 公夫議員）  堀川税務課長。 
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○税務課長（堀川  誠君）  今、画地の計算を認定を行っている状況なんですが、画地の認定という

のは、土地台帳に登録された１筆の宅地が原則なんですが、例外として筆界の状況にかかわらず、

１筆の宅地または隣接する２筆以上の宅地について、その形状や利用状況から見て、これが一体をな

していると認められる部分に区分して、画地認定を行ってまいりますので、今その最中でございます。 

 なお、筆界予定地についても、画地認定を行ってまいりますので、結構比較的に今多いものですか

ら、ちょっと時間はかかっております。 

 来年度は…… 

○議長（瀨石 公夫議員）  ああいいですよ、ぼちぼち時間じゃから、意味わかった。はい。ほいなら

そういうことで。 

○議員（３番 國本 悦郎議員）  では、以上で終わります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  以上で、國本悦郎議員の一般質問を終わります。 

 これをもって一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。換気を行い、再開を１５時１０分からといたします。 

午後２時５８分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時１０分再開 

○議長（瀨石 公夫議員）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第１号 

日程第６．議案第２号 

日程第７．議案第３号 

日程第８．議案第４号 

日程第９．議案第５号 

日程第１０．議案第６号 

日程第１１．議案第７号 

日程第１２．議案第８号 

日程第１３．議案第９号 

日程第１４．議案第１０号 

日程第１５．議案第１１号 

日程第１６．議案第１２号 

日程第１７．議案第１３号 

日程第１８．議案第１４号 

日程第１９．議案第１５号 

日程第２０．議案第１６号 

日程第２１．議案第１７号 

日程第２２．議案第１８号 

日程第２３．議案第１９号 

日程第２４．議案第２０号 

日程第２５．議案第２１号 

日程第２６．議案第２２号 

日程第２７．議案第２３号 

日程第２８．議案第２４号 

日程第２９．議案第２５号 

日程第３０．議案第２６号 
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○議長（瀨石 公夫議員）  日程第５、議案第１号令和２年度田布施町一般会計予算議定についてから、

日程第３０、議案第２６号辺地総合整備計画（真殿大国木）についてまで、２６件を一括議題としま

す。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、本日提出いたしました２６議案の概要について御説明を申し上げ

ます。 

 まず、議案の説明に先立ちまして、令和２年の行財政運営全般にわたる私の所信表明の一端を申し

上げます。 

 本年度は、町長として３年目を迎える年であり、改めてその責任の重さを痛感するとともに、田布

施町のさらなる発展のため、全力で邁進していく所存でございます。 

 財政面では、依然厳しい状況ではございますが、財政運営の健全化を念頭に置きつつ、第５次田布

施町総合計画に掲げる「笑顔と元気あふれる住みよいまち」を目指して、各種施策を推進してまいり

ます。 

 なお、本年度で第５次田布施町総合計画の計画期間が終了するため、これまでの進捗状況や課題の

整理を行い、令和３年度を初年度とする第６次田布施町総合計画の基本方針や施策に反映していきた

いと考えております。 

 昨年度は、台風や豪雨災害が日本各地で相次ぎました。年々、異常気象が顕著化する現状に鑑み、

災害時の対策本部となる本庁の非常電源発電設備の整備や消防団デジタル簡易無線通信システムの整

備事業等を行い、町民の皆さんの安全・安心を確保していくこととしております。 

 また、人口減少・少子化の問題の克服に向け、昨年度は、小学校３年生までとしていた子ども医療

の対象年齢を６年生まで拡大いたしました。 

 本年度は、さらに小学校就学前までの乳幼児医療について、所得制限の全廃を行うとともに、子育

て支援のためのアプリの導入、産前・産後におけるサポーターを充実させるなど、子育て支援の施策

を拡充してまいります。 

 その他、光ファイバー網の整備、ＴＡＩＫＯスポーツセンター田布施のグラウンド夜間照明施設の

全面改修などに取り組んでまいります。 

 また、課税の適正化を図り、税の公平性をしっかりと確保するため、現在取り組んでおります相続

登記未了の固定資産に係る課税誤りの解消を進めるとともに、令和３年度における固定資産評価の見

直しの事務も確実に行ってまいります。 

 これからも町政が円滑に推進され、所期の目的が達成されますよう、誠心誠意、町政運営に当たっ

てまいります。 

 議会におかれましても、本年度もお力添え、御協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 それでは、提出議案について、議案第１号から第２６号までを一括して御説明申し上げます。 

 議案第１号は、令和２年度田布施町一般会計当初予算でございます。 

 予算総額は５８億５,５００万円で、前年度当初予算に比べ２.３％、１億３,１００万円の増額で

ございます。 

 まず、歳入について主なもののみ説明いたします。 

 町税は、固定資産税の増収等を見込み、前年度に比べ１,０６５万９,０００円の増額となる１７億

４,０７２万７,０００円を計上しております。 

 法人事業税交付金は、消費税率引き上げに伴う法人課税の偏在是正措置により、新たに創設される

もので、９００万円の計上でございます。 

 地方消費税交付金は、消費税率の引き上げによる影響が顕在化することから、前年度に比べ
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３,５００万円の増額となる２億９,０００万円を計上しております。 

 また、地方特例交付金は、前年度は、子ども・子育て支援臨時交付金があったため、前年度に比べ

１,７００万円減額の１,４００万円の計上でございます。 

 地方交付税につきましては、消費税率引き上げに伴う法人課税の偏在是正措置等により、普通交付

税を前年度に比べ７,０００万円増額し、全体で１９億７,５００万円を計上しております。 

 分担金・負担金は、幼児教育の無償化による法人保育園保育料の減額などを見込み、前年度に比べ

１,４８２万７,０００円の減額となる３,７１６万９,０００円を計上しております。 

 国庫支出金は、前年度は、プレミアム付き商品券事業があったことや、道路・橋梁に伴う社会資本

整備総合交付金が減額となったことなどより、前年度に比べ６,０６５万７,０００円の減額となる

６億１,６７２万７,０００円を計上いたしております。 

 県支出金は、田布施幼稚園、麻郷幼稚園が新制度幼稚園へ移行することに伴い、子どものための教

育・保育給付交付金が増額となることなどから、前年度に比べ６０３万１,０００円の増額となる

４億４,１５２万円を計上いたしております。 

 繰入金は、全体の収支調整として、財政基金からの繰入金７,０００万円の計上でございます。 

 諸収入は、９,８０８万円の計上で、これは前年度に比べ１,４５３万４,０００円の増額となって

おります。これは、スポーツセンターのグラウンド夜間照明施設の全面改修に対して、日本スポーツ

振興センターからの助成金があるためでございます。 

 町債は、光ファイバー網整備事業などにより、前年度に比べ３,３４９万４,０００円の増額となる

３億８,４１０万円を計上いたしております。 

 次に、歳出について主なものを説明いたします。 

 まず、一般職に係る給与費等は、会計年度任用職員制度への移行等により、前年度より１億

９,４８８万５,０００円増額して計上しております。 

 総務費は、光ファイバー網整備事業や庁舎非常用発電設備整備事業などにより、前年度に比べ１億

９,７９４万６,０００円の増額となる９億６,５８２万７,０００円を計上しております。 

 民生費は、児童手当が減額となったものの、田布施幼稚園、麻郷幼稚園が新制度幼稚園に移行した

ことに伴う施設型給付費の増額などにより、前年度に比べ４,４６４万４,０００円の増額となる

１９億７,２００万８,０００円の計上でございます。 

 衛生費は、田布施・平生水道企業団の企業債の償還の進展により、負担金等が減額となったことな

どから、前年度に比べ１,１４８万９,０００円の減額となる４億２,６９７万７,０００円の計上であ

ります。 

 農林水産業費につきましては、前年度に比べ５,９３１万５,０００円の減額となる２億

４,４７０万７,０００円となっております。これは、尾津漁港水産物供給基盤機能保全事業費や農業

水利施設整備に係る県事業負担金の減額などによるものでございます。 

 商工費は、のんびらんど・うましまに多目的トイレを整備することなどから、前年度に比べ

２,５８８万６,０００円の増額となる８,４７６万９,０００円の計上でございます。 

 次に、土木費でございますが、町道新設改良事業費が減額となったことなどから、前年度に比べ

７,１３０万円の減額となる６億１,５７３万４,０００円を計上しております。 

 消防費は、防火水槽整備事業や消防団デジタル簡易無線通信システム整備事業を予定しております

が、前年度は地域防災センターの駐車場等整備事業があったことなどから、前年度と同額程度の２億

８,７３２万３,０００円を計上しております。 

 教育費については、スポーツセンターのグラウンド夜間照明設備改修事業などにより、前年度に比

べ３,７０７万５,０００円の増額となる５億２,６４５万６,０００円を計上しております。 

 次に、議案第２号から第５号までは、特別会計の当初予算でございます。 

 まず、議案第２号の国民健康保険特別会計ですが、一般被保険者医療給付費及び国民健康保険事業
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費納付金の一般被保険者医療給付費分の減額等を見込み、前年度に比べ５,０７６万円の減額となる

１８億７,９５９万３,０００円の計上です。 

 なお、基金繰入金として３,５００万円を計上しております。 

 次に、議案第３号の下水道事業特別会計でございます。前年度に比べ６,６９７万６,０００円の減

額となる８億５,７０２万２,０００円を計上しております。本年度の管渠整備事業は、汚水について

は、高塔・本町地区等、雨水については、中央雨水１号幹線、長合地区等を予定しております。また、

公営企業法適用化に向け、基本計画を策定してまいります。 

 議案第４号の介護保険特別会計でありますが、施設介護サービス給付費の減額等により、前年度に

比べ３,８２３万３,０００円の減額となる１６億３,５６０万７,０００円の計上でございます。 

 なお、基金積立金として４,０００万円を計上しております。 

 議案第５号の後期高齢者医療特別会計は、後期高齢者医療保険料負担金の増額等により、前年度に

比べ２,３０８万２,０００円の増額となる３億１,２７９万２,０００円を計上しております。 

 議案第６号から１０号までは、令和元年度の各会計に係る補正予算に関するものであり、歳入財源

の確定見込み及び各事業の最終見込み、また、国の補正予算に伴う事業の追加計上等により所要の補

正を行うものでございます。 

 議案第６号は一般会計補正予算で、６,９７８万５,０００円を増額補正し、予算総額を６２億

４,２７２万１,０００円とするものでございます。 

 なお、全体の収支調整として、財政基金からの繰入金を２,１００万円、公共施設整備基金からの

繰入金を２,９００万円それぞれ減額し、財政基金への積立金を１,５００万円減額しております。 

 まず、歳入見込みですが、町税は、法人町民税及び固定資産税の増収見込み等により、

２,４００万円の増額補正といたしております。 

 地方消費税交付金につきましては、確定見込みにより１,５００万円の減額補正といたしておりま

す。 

 国庫支出金は、国の補正予算に伴い、小・中学校校内ＬＡＮ整備事業費補助金３,３４６万

１,０００円、学校施設環境改善交付金３,１１２万円を計上し、また、確定見込みにより児童手当交

付金を２,９９６万円減額したことなどにより、全体では３,３５５万２,０００円の増額補正といた

しております。 

 県支出金につきましては、１,２４９万３,０００円の減額補正であり、児童手当交付金の確定見込

み等によるものでございます。 

 町債は、国の補正予算に伴い、義務教育施設整備事業債を１億２,０９０万円計上し、その他の事

業費見込みによる減額等により、全体としては８,５４０万円の増額補正といたしております。 

 次に歳出ですが、まず、総務費につきましては、財政基金積立金の減額、各事業費の減額見込み等

により、２,９４９万９,０００円の減額補正です。 

 民生費は、児童手当を４,２５７万５,０００円減額するなど、各事業費の減額見込み等により、

４,３１１万６,０００円の減額補正といたしております。 

 衛生費は、１,３９７万７,０００円の減額補正で、予防接種事業費の減額見込み等によるものでご

ざいます。 

 農林水産業費は、農道整備事業に係る県事業負担金の減額見込み等により、１,４４８万

５,０００円の減額補正でございます。 

 土木費についても、港湾改修機能強化事業に係る県事業負担金の減額見込み等により、

１,３３３万４,０００円の減額補正でございます。 

 教育費は、国の補正予算に伴い、小・中学校ＩＣＴ整備事業７,８１４万円、中学校大規模改造事

業１億１,７５０万７,０００円を計上したことなどから、１億９,４９１万９,０００円の大幅な増額

補正となっております。 
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 次に、議案第７号から１０号までは、特別会計に関するもので、いずれも事業内容の確定または見

込みに伴い所要の補正を行うものでございます。 

 なお、繰越明許費を計上しておりますので、ここで説明をさせていただきます。 

 まず、一般会計の繰越明許費でございますが、農林水産物ブランド化事業２,８２３万１,０００円、

プレミアム付き商品券事業２９０万円、城南保育園整備事業１６０万６,０００円、農業水利施設整

備事業４００万円、尾津漁港海岸保全施設整備事業２,６４１万８,０００円、尾津漁港水産物供給基

盤機能保全事業４,８０１万７,０００円、町道補修事業２,８９５万６,０００円、町道新設改良事業

３,２０５万４,０００円、橋梁改修事業１,５４３万６,０００円、町営城南住宅建替事業

２,３１６万６,０００円、小学校ＩＣＴ整備事業５,５６３万５,０００円、中学校大規模改造事業

２億８,４４８万２,０００円、中学校ＩＣＴ整備事業２,２５０万５,０００円、農業用施設災害復旧

事業７００万円の１４事業、合わせて５億８,０４０万６,０００円を計上しております。 

 次に、下水道事業特別会計の繰越明許費につきましては、公共下水道事業５,７８４万５,０００円、

一本松地区水路補修事業１９７万８,０００円の２事業、合わせて５,９８２万３,０００円を計上し

ております。 

 以上が、予算関係の議案でございまして、引き続き、条例その他の案件について御説明をさせてい

ただきます。 

 まず、議案第１１号は、田布施町総合計画策定検討委員会設置条例の制定についてでございます。 

 本案は、次期総合計画である「第６次田布施町総合計画」の策定にあたり、附属機関として田布施

町総合計画検討委員会を設置し、計画の策定及び進行管理に関する事項の調査・審議を行うものでご

ざいます。 

 委員の定数は２０名以内とし、学識経験者から公募委員まで各分野から選任を行い、令和２年度中

に第６次田布施町総合計画の策定を行います。 

 なお、「田布施町まち・ひと・しごと総合戦略」の第２期版の検討組織については、これまでどお

り、私的諮問機関である田布施町地方創生検討委員会で検討を行い、委員は田布施町総合計画策定検

討委員会の委員と兼任といたします。 

 このことにより、「第６次田布施町総合計画」と「田布施町まち・ひと・しごと総合戦略」を有機

的につなぎ、これからますます進展する少子高齢化や人口減少等への課題に、切れ目なく取り組んで

まいります。 

 議案第１２号は、田布施町監査委員に関する条例の一部改正についてでございます。 

 本案は、地方自治法が本年４月１日より一部改正され、田布施町監査委員に関する条例の本則中で、

地方自治法の規定を引用している条文の整理を行うものでございます。 

 次に、議案第１３号は、田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の一部改正につい

てでございます。 

 本案は、マイナンバーカードへの移行を促進するため、情報通信技術の活用による行政手続等に係

る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通

信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律──いわゆるデジタル手続法でございます

が──の施行により、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（マ

イナンバー法）が改正されることに併せ、田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の

条文の整理を行うものでございます。 

 議案第１４号は、田布施町職員定数条例の一部改正についてでございます。 

 本議案は、町長と教育委員会の事務部局に配置する事務職員の定数の配分を、今後の事務の執行体

制等を考慮し、適切なものとするため、条例改正をするものでございます。定数に移動はありません。 

 議案第１５号は、田布施町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正についてでございます。 

 本議案は、令和２年４月１日より会計年度任用職員制度が施行されることに伴い、会計年度任用職
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員の服務の宣誓について条例に規定するため、条例改正を行うものでございます。 

 議案第１６号は、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてでございます。 

 本議案は、働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律の施行により労働基準法等が

改正され、労働時間に関する制度が見直されたことに伴い、本町の職員の時間外勤務命令の上限を定

めるため、条例改正を行うものでございます。 

 次に、議案第１７号は、田布施町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正についてでございま

す。 

 これは、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する

法律の施行に伴い、印鑑の登録を受けることができない者の規定を改正するもののほか、必要な文言

の整理を行うための改正でございます。 

 議案第１８号は、田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部改正についてでございます。 

 これは、府令である特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準が改正された

ことに伴い、本条例において所要の文言整理を行うための改正でございます。 

 次に、議案第１９号は、田布施町介護保険条例の一部改正についてでございます。 

 令和元年１０月に消費税率の引き上げが行われましたが、経済的影響を平準化するため介護保険法

施行令の一部を改正する政令が公布され、低所得者の１号保険料の軽減を強化し負担の緩和を図るこ

ととされました。消費税率の引き上げは令和元年の１０月でありましたため、令和元年度は２分の

１の軽減でありましたが、令和２年度の軽減は完全実施というものでございます。 

 改正内容といたしましては、生活保護世帯や非課税世帯で年金収入額と合計所得金額の合計金額が

８０万円以下の介護保険料第１段階を「２万６,４００円」から「２万１,１２０円」に、同じく

８０万円を超え１２０万円以下の第２段階を「４万４,０００円」から「３万５,２００円」に、同じ

く１２０万円を超える第３段階を「５万１,０４０円」から「４万９,２８０円」に改めるものでござ

います。 

 議案第２０号は、田布施町営住宅管理条例の一部改正についてでございます。 

 これは、民法の債権の規定改正に伴い、敷金の充当先の範囲の拡大及び不正入居者に対して請求す

ることができる家賃差額に係る利率が見直されたため、条例を改正するものでございます。 

 議案第２１号は、田布施町営特定公共賃貸住宅管理条例の一部改正についてでございます。 

 これは、民法の債権関係の規定改正に伴い、敷金の充当先の範囲の拡大改正があったため、条例を

改正するものでございます。 

 議案第２２号は、道路法第８条第２項の規定により、町道路線を認定するため議会の議決をお願い

するものでございます。 

 町道の見直しについては、おおむね３年に１度、道路台帳修正時に合わせて見直しを行っておりま

す。 

 路線番号１番から９番までは、県からの町への移管について、農道及び団地開発に伴い整備された

道路です。認定要件としては、集落または住宅団地と既存の幹線道路を連絡する道路に該当します。 

 次に、路線番号１０番から１４番までは、現在の農免道路でございます。 

 以上が、町道認定しようとする道路でございます。 

 議案第２３号は、山口県市町総合事務組合の共同処理する事務の構成団体の変更並びにこれに伴う

規約の変更について、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 改正理由は、１つには、令和２年４月１日より、公平委員会の設置及び権限に関する事務を共同処

理する団体に山陽小野田市を加えるため。 

 ２つ目に、令和２年４月１日より、会計年度任用職員制度が施行されることに伴い、非常勤職員公

務災害補償関係事務の対象とする非常勤職員の文言を改正するためでございます。 
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 続いて、本日御提案させていただきました、議案第２４号から２６号まで、「辺地総合整備計画」

についての議案でございます。 

 現在、竹尾地区、小行司地域及び真殿・大国木地域において、光ファイバーを利用した高速大容量

のインターネットサービスが提供されておらず、無線ＬＡＮなどの高度無線環境が利用できる地域と

の情報格差が生じております。 

 この格差を克服し、地域活性化の契機とするために、当該地域において、その高度無線環境の利用

が可能となる基盤づくりとして、民間事業者が実施する光ファイバー網の整備に対する財政上の支援

を行うため、計画を定めるものでございます。 

 以上、ここまで御提案いたしました議案２６件について、その概要を御説明いたしましたが、詳細

につきましては、御質問に応じ、私及び関係参与から説明をいたしますので、よろしく御審議を賜り、

決定いただきますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 議案第１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第１０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第１１号、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第１４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第１６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第１７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１８号、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第１９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第２１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第２２号、質疑は。２２号。松田議員。 

○議員（７番 松田規久夫議員）  町道へ認定になる距離はざっと１０キロ強あるんですが、これを今

後保守していく費用というのは相当なもんじゃろうと思います。 

 ただ、団地等住んでおられる方で、町道に移管、認定されるんで喜ばれる方もおられると思うんで

すが、全体の町道の距離の長さいったら１０キロ強ぐらいは大した長さじゃないんかもわかりません

が、今後維持する町の負担といえば、１０キロでもかなりの金額になっていくと思いますんで、その

辺、採算的にどうかというあたり、ちょっとお尋ねしておこうと思いまして。 

○議長（瀨石 公夫議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  町道に認定しますとですね、交付税が入ってきます。で、ちょっと金額は

忘れましたけど、この農道部分を町道認定したことによって、かなりの金額が入ってきますので、そ

の辺の差し引きからすれば、町道認定してちゃんと町で管理するほうがメリットがあるというふうに

考えております。 
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○議長（瀨石 公夫議員）  ほかに何か。（「同じです」と呼ぶ者あり）はいはい。それならよろしい

ですかね、今の、そういうことです。 

 それでは、ほかに何か質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第２４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 議案第２５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 第２６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 ここでお諮りいたします。議案第１号から議案第５号までの５件については予算審査特別委員会を

設置し、付託したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  異議なしと認めます。したがって、本件については議長を除く１２人の委

員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定いたしました。 

 ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第７条第４項の

規定により、お手元に配付しております名簿のとおり指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員はお手元に配付しま

した名簿のとおり選任することに決定いたしました。 

 ここで暫時休憩します。 

 それでは、議員控室にて予算審査特別委員会を直ちに開催し、委員長、副委員長の互選をお願いい

たします。終わり次第、議事堂にお集まりください。 

午後３時４５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時５４分再開 

○議長（瀨石 公夫議員）  休憩を取り消し、会議を再開いたします。 

 先ほどの休憩中に予算審査特別委員会が開催され、委員長に松田規久夫議員、副委員長に木本睦博

議員が選任されましたので、御報告いたします。 

 次に、議案第６号から議案第２６号までの２１件は、会議規則第３９条第１項の規定により、お手

元に配付の議案付託区分表のとおり、所管の常任委員会に付託します。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議案第２７号 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第３１、議案第２７号工事請負契約の締結についてを議題とします。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。東町長。 
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○町長（東  浩二君）  議案第２７号は、田布施中学校大規模改修Ⅰ期工事（建築）に関する工事請

負契約の締結について、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定に基づき、議会の議決をお願いするものでございます。 

 本工事は、田布施中学校の屋上防水工事及び普通教室等の床改修工事を行うものでございます。 

 入札の方法は、地域限定型一般競争入札として、１月２８日から２月１２日まで入札参加資格条件

を付して公募いたしました。 

 その結果５社から応募があり、２月１７日に指名業者選定委員会を開催し、審査した結果、いずれ

も入札資格要件を満たしていると認め、２月２７日に入札を実施し、末延建設株式会社と

５,９３７万８,０００円で契約しようとするものでございます。 

 以上、議案の概要について説明いたしましたが、工期の関係もあり、２月２８日の全協で御説明し

たとおり、本日、御審議を賜り御決定いただきますようお願い申し上げます。よろしくお願いします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第２７号は、会議規則第３９条第３項の規定によ

り委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  異議なしと認めます。したがって、議案第２７号は委員会付託を省略する

ことに決定しました。 

 これから、議案第２７号工事請負契約の締結について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 次に、議案第２７号工事請負契約の締結についてを採決します。本件に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２７号は可決することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（瀨石 公夫議員）  以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。ちょっとベルがないので、はい。どうもお疲れさまでございました。 

午後３時５９分散会 

────────────────────────────── 
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令和２年 第１回（定例）田 布 施 町 議 会 会 議 録（第２日） 

令和２年３月２３日（月曜日） 

 

議事日程（第２号） 

令和２年３月２３日 午前９時００分開会 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第１号 

令和２年度田布施町一般会計予算議定について        （委員長報告） 

日程第３  議案第２号 

令和２年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について  （委員長報告） 

日程第４  議案第３号 

 令和２年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について   （委員長報告） 

日程第５  議案第４号 

 令和２年度田布施町介護保険特別会計予算議定について    （委員長報告） 

日程第６  議案第５号 

 令和２年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について （委員長報告） 

日程第７  議案第６号 

 令和元年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定について （委員長報告） 

日程第８  議案第７号 

 令和元年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

                              （委員長報告） 

日程第９  議案第８号 

令和元年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

                             （委員長報告） 

日程第１０ 議案第９号 

 令和元年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

                              （委員長報告） 

日程第１１ 議案第１０号 

令和元年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

                             （委員長報告） 

日程第１２ 議案第１１号 

 田布施町総合計画策定検討委員会設置条例の制定について   （委員長報告） 

日程第１３ 議案第１２号 

 田布施町監査委員に関する条例の一部改正について      （委員長報告） 

日程第１４ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の一部改正について 

                                    （委員長報告） 

日程第１５ 議案第１４号 

 田布施町職員定数条例の一部改正について          （委員長報告） 

日程第１６ 議案第１５号 

 田布施町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について  （委員長報告） 
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日程第１７ 議案第１６号 

       職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について   （委員長報告） 

日程第１８  議案第１７号 

 田布施町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について （委員長報告） 

日程第１９ 議案第１８号 

 田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め 

る条例の一部改正について                  （委員長報告） 

日程第２０ 議案第１９号 

       田布施町介護保険条例の一部改正について          （委員長報告） 

日程第２１ 議案第２０号 

       田布施町営住宅管理条例の一部改正について         （委員長報告） 

日程第２２ 議案第２１号 

       田布施町営特定公共賃貸住宅管理条例の一部改正について   （委員長報告） 

日程第２３ 議案第２２号 

      町道路線の認定について                  （委員長報告） 

日程第２４ 議案第２３号 

 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

                              （委員長報告） 

日程第２５ 議案第２４号 

 辺地総合整備計画（竹尾）について             （委員長報告） 

日程第２６ 議案第２５号 

 辺地総合整備計画（小行司）について            （委員長報告） 

日程第２７ 議案第２６号 

 辺地総合整備計画（真殿大国木）について          （委員長報告） 

日程第２８ 議案第２８号 

 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第２９ 議案第２９号 

 教育長の選任について 

日程第３０ 閉会中の継続調査（特定事件）について 

 

 

 

本日の会議に付した事件 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第１号 

令和２年度田布施町一般会計予算議定について        （委員長報告） 

日程第３  議案第２号 

令和２年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について  （委員長報告） 

日程第４  議案第３号 

 令和２年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について   （委員長報告） 

日程第５  議案第４号 

 令和２年度田布施町介護保険特別会計予算議定について    （委員長報告） 



- 61 - 

 

日程第６  議案第５号 

 令和２年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について （委員長報告） 

日程第７  議案第６号 

 令和元年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定について （委員長報告） 

日程第８  議案第７号 

 令和元年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

                              （委員長報告） 

日程第９  議案第８号 

令和元年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

                             （委員長報告） 

日程第１０ 議案第９号 

 令和元年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

                              （委員長報告） 

日程第１１ 議案第１０号 

令和元年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

                             （委員長報告） 

日程第１２ 議案第１１号 

 田布施町総合計画策定検討委員会設置条例の制定について   （委員長報告） 

日程第１３ 議案第１２号 

 田布施町監査委員に関する条例の一部改正について      （委員長報告） 

日程第１４ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の一部改正について 

                                    （委員長報告） 

日程第１５ 議案第１４号 

 田布施町職員定数条例の一部改正について          （委員長報告） 

日程第１６ 議案第１５号 

 田布施町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について  （委員長報告） 

日程第１７ 議案第１６号 

       職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について   （委員長報告） 

日程第１８  議案第１７号 

 田布施町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について （委員長報告） 

日程第１９ 議案第１８号 

 田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め 

る条例の一部改正について                  （委員長報告） 

日程第２０ 議案第１９号 

       田布施町介護保険条例の一部改正について          （委員長報告） 

日程第２１ 議案第２０号 

       田布施町営住宅管理条例の一部改正について         （委員長報告） 

日程第２２ 議案第２１号 

       田布施町営特定公共賃貸住宅管理条例の一部改正について   （委員長報告） 

日程第２３ 議案第２２号 

      町道路線の認定について                  （委員長報告） 
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日程第２４ 議案第２３号 

 山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更について 

                              （委員長報告） 

日程第２５ 議案第２４号 

 辺地総合整備計画（竹尾）について             （委員長報告） 

日程第２６ 議案第２５号 

 辺地総合整備計画（小行司）について            （委員長報告） 

日程第２７ 議案第２６号 

 辺地総合整備計画（真殿大国木）について          （委員長報告） 

日程第２８ 議案第２８号 

 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第２９ 議案第２９号 

 教育長の選任について 

日程第３０ 閉会中の継続調査（特定事件）について 

 

 

 

 

 

出 席 議 員（１２名） 

  １番 西 本 篤 史 議員     ２番 谷 村 善 彦 議員 

３番 國 本 悦 郎 議員     ４番 清 神 清 議員 

５番 石 田 修 一 議員     ６番 木 本 睦 博 議員 

７番 松 田 規 久 夫 議員     ８番 竹 谷 和 彦 議員 

９番 穴 井 謙 次 議員  １０番 畠 中 孝 議員 

１１番 林 山 健 二 議員   １２番 河 内 賀 寿 議員 

１３番 瀨 石 公 夫 議員    

 

 

 

 欠席議員（なし） 

 

 

欠  員（なし） 

 

 

事務局出席職員職氏名 

 

事務局長 森 本  充 君  書記 岩本 周平君 
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説明のため出席した者の職氏名 

 

町 長 東 浩 二 君  副 町 長 川 添 俊 樹 君 

教 育 長 尾 﨑 龍 彦 君  総 務 課 長 亀 田 典 志 君 

企画財政課長 森 清 君  税 務 課 長 堀 川 誠 君 

経 済 課 長 山 中 浩 徳 君  建 設 課 長 田 中 和 彦 君 

町民福祉課長 坂 本 哲 夫 君  健康保険課長 吉 村 明 夫 君 

会 計 室 長 惠 元 朗 夫 君  学校教育課長 長 合 保 典 君 

社会教育課長 増 原 慎 一 君  総務課主幹 堀 昌 子 君 

健康保険課主幹 山 本 む つ み 君  社会教育課主幹 氏 下 孝 二 君 

代表監査委員 常 見 京 平 君    

 

 

    午前 ９時００分開議 

（ベル） 

○議長（瀨石 公夫議員）  それでは、おはようございます。定刻になりましたので、これから開催い

たします。 

 大変済いません。ちょっとベルの調子が悪いんで、これ、だからちょっときょうはベルを使いませ

んので、よろしくお願いいたします。 

 これから本日の会議を開きます。開会中は５０分くらいに１０分程度休憩をとり、換気を行います

ので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、西本篤史議員、松田規久夫議員を指名しま

す。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第１号 

日程第３．議案第２号 

日程第４．議案第３号 

日程第５．議案第４号 

日程第６．議案第５号 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第２、議案第１号令和２年度田布施町一般会計予算議定についてから、

日程第６、議案第５号令和２年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定についてまで５件を一括

議題とします。 

 まず、委員会の審査の経過及び結果の報告を求めます。松田予算審査特別委員長。 

○予算審査特別委員長（松田規久夫議員）  予算審査特別委員会の報告を申し上げます。 

 去る３月１０日の本会議において、当委員会に付託されました議案第１号から議案第５号の議案

５件について、３月１２日に審査を行いましたので、その経過と結果について報告申し上げます。 

 議案については、執行部に説明を求め、質疑・採決の結果、お手元に配付の審査報告書のとおり、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告とします。 
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○議長（瀨石 公夫議員）  これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わり、これから討論を行います。議

案第１号から議案第５号まで、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第１号令和２年度田布施町一般会計予算議定についてを採決します。本件に対する委

員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第２号令和２年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定についてを採決します。本件

に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第３号令和２年度田布施町下水道事業特別会計予算議定についてを採決します。本件に

対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第３号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第４号令和２年度田布施町介護保険特別会計予算議定についてを採決します。本件に対

する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第４号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第５号令和２年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定についてを採決します。本

件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第５号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第６号 

日程第８．議案第７号 

日程第９．議案第８号 

日程第１０．議案第９号 

日程第１１．議案第１０号 

日程第１２．議案第１１号 

日程第１３．議案第１２号 

日程第１４．議案第１３号 

日程第１５．議案第１４号 

日程第１６．議案第１５号 

日程第１７．議案第１６号 

日程第１８．議案第１７号 
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日程第１９．議案第１８号 

日程第２０．議案第１９号 

日程第２１．議案第２０号 

日程第２２．議案第２１号 

日程第２３．議案第２２号 

日程第２４．議案第２３号 

日程第２５．議案第２４号 

日程第２６．議案第２５号 

日程第２７．議案第２６号 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第７、議案第６号令和元年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議

定についてから、日程第２７、議案第２６号辺地総合整備計画（真殿大国木）についてまで２１件を

一括議題とします。 

 まず、委員会の審査の経過及び結果の報告を求めます。松田総務文教委員長。 

○総務文教委員長（松田規久夫議員）  総務文教委員会の報告を申し上げます。 

 去る３月１０日の本会議において、当委員会に付託されました議案第６号、議案第１１号から議案

第１６号及び議案第２３号から議案第２６号の議案１１件について、３月１８日に審査を行いました

ので、その経過と結果について御報告申し上げます。 

 議案については、執行部に説明を求め、質疑・採決の結果、お手元に配付の審査報告書のとおり、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告とします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  次に、木本経済厚生委員長。 

○経済厚生委員長（木本 睦博議員）  経済厚生委員会の報告をいたします。 

 去る３月１０日の本会議において、当委員会に付託されました議案第６号から１０号及び議案第

１７号から２２号の１１件について、３月１６日に審査を行いましたので、その経過と結果について

を報告いたします。 

 議案１１件について執行部に説明を求め、質疑・採決の結果、お手元に配付の審査報告書のとおり、

１１議案は全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告といたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  これから、総務文教委員長及び経済厚生委員長の報告に対する質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。議案第６号から議案第２６号まで、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６号令和元年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定についてを採決します。

本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第６号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第７号令和元年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定についてを採

決します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第７号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第８号令和元年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定についてを採決

します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第８号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第９号令和元年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定についてを採決し

ます。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第９号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第１０号令和元年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について

を採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１０号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１１号田布施町総合計画策定検討委員会設置条例の制定についてを採決します。本件

に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１１号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１２号田布施町監査委員に関する条例の一部改正についてを採決します。本件に対す

る委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１２号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１３号田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の一部改正についてを

採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１３号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１４号田布施町職員定数条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員長

の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１４号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１５号田布施町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正についてを採決します。本

件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１５号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１６号職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてを採決します。本件

に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１６号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１７号田布施町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正についてを採決します。

本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１７号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１８号田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１８号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第１９号田布施町介護保険条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員長

の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第１９号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２０号田布施町営住宅管理条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員

長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２０号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２１号田布施町営特定公共賃貸住宅管理条例の一部改正についてを採決します。本件

に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２１号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２２号町道路線の認定についてを採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。

委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２２号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２３号山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更についてを採決し

ます。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２３号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２４号辺地総合整備計画（竹尾）についてを採決します。本件に対する委員長の報告

は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２４号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２５号辺地総合整備計画（小行司）についてを採決します。本件に対する委員長の報

告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２５号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第２６号辺地総合整備計画（真殿大国木）についてを採決します。本件に対する委員長

の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２６号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．議案第２８号 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第２８、議案第２８号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついてを議題とします。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、本日提案いたしました提案理由を申し上げます。 

 議案第２８号は、人権擁護委員の推薦に関するものでございます。 

 現在、本町では４名の方が法務大臣の委嘱を受け、人権擁護委員として活動されておられます。 

 本案は、この４名のうち、長迫晃氏の任期が本年６月３０日をもって満了するため、引き続き同氏

を推薦することについて、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の議決をお願いするもの

でございます。 

 長迫氏は、中学校の教員として、また社会教育主事として、地域の人々の人権意識の向上に努めて

こられました。 

 同氏は２９年３月３１日、上関町立上関中学校を退職後、３年間人権擁護委員として活動しておら

れ、これからも人権問題を身近な問題として捉え、町民が安心して暮らすことができるよう支援した

いと考えておられます。こうしたことから、同氏を引き続き人権擁護委員として再任したいと考えて

おります。 

 以上で、提案理由を終わります。 

○議長（瀨石 公夫議員）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２９．議案第２９号 

○議長（瀨石 公夫議員）  日程第２９、議案第２９号教育長の任命についてを議題とします。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。東町長。 
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○町長（東  浩二君）  続きまして、議案第２９号は、教育長の任命についてでございます。 

 本案は、尾﨑教育長の令和２年３月３１日付辞任に伴い、後任として、鳥枝浩二氏を教育長に任命

いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき、議会の同意を

お願いするものでございます。 

 現の尾﨑教育長におかれましては、平成１９年４月から４期１３年にわたり、教育委員会教育委員、

教育長として、行政経験と幅広い知識を生かされ、教育、文化の振興に多大な貢献をいただいたとこ

ろでございます。 

 その教育長から、「任期の途中ではありますけども、一身上の都合により、教育長の職を辞任した

い。ただ、４年の任期を全うせず辞任することについて、大変申しわけない気持ちでいっぱいです。

しかし、教育長不在の期間を生じさせることなく、町長が後任の人選を行うには、この時期しかない

ということから、御理解いただきたい」という申し入れがあったものでございます。 

 これを受け、私も非常に考えたところでございますが、本人の意思もかたく、その意向を尊重して

申し入れを受けることと決断し、このたびの提案となった次第でございます。 

 後任につきましては、学識面、経験面などの要件を踏まえ、総合的に判断いたしました結果、現田

布施中学校校長でございます鳥枝浩二氏を教育長に任命したいと存じております。 

 鳥枝氏の主な経歴につきましては、議案に添付しておりますので、参考にしていただきたいと存じ

ますが、鳥枝氏は、昭和３４年４月１５日生まれの６０歳で、昭和５７年３月に東洋大学経済学部を

卒業後、同年４月に下松市末武中学校教諭としての教員生活をスタートされ、平成２２年度から萩市

の須佐中学校校長、下松市の末武中学校校長を経て、平成３１年度から田布施中学校の校長として田

布施町の教育を支えていただいております。 

 またその間、山口県人権教育課主幹、下松市教育委員会学校教育課長など、教育職のみならず、教

育行政の経験も豊富でございます。 

 性格も温厚で非常に真面目な方であり、教職員のみならず、保護者や子供からの信望も厚く、広い

視野で多角的に物事を見ると同時に、的確な決断力もあることから、現在のように動きの早い教育行

政にも適切に対応できる人物であり、本町の教育長として適任であると考えるものでございます。 

 慎重なる御審議を賜り、御同意いただきますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○議長（瀨石 公夫議員）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。ただいま議題となりました議案第２８号及び議案第２９号は、会議規則第３９条第

３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  異議なしと認めます。したがって、議案第２８号及び議案第２９号は委員

会付託を省略することに決定しました。 

 これから、議案第２８号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 次に、議案第２８号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを採決します。本件を同

意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２８号は同意することに決定しました。 

 これから議案第２９号教育長の選任について、討論を行います。討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 次に、議案第２９号教育長の選任についてを採決します。本件を同意することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  起立全員です。したがって、議案第２９号は同意することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．閉会中の継続調査（特定事件）について 

○議長（瀨石 公夫議員）  次に、日程第３０閉会中の継続調査（特定事件）についてを議題とします。 

 議会広報委員長より、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付しました申出書のとおり、

特定事件の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。議会広報委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（瀨石 公夫議員）  異議なしと認めます。したがって、議会広報委員長からの申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 以上で、会議を閉じます。令和２年第１回田布施町議会定例会を閉会します。 

（ベル） 

午前 ９時２９分閉会 

────────────────────────────── 
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